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世界・日本の祭りの写真家。キヤノンギャラリー写真展「世界のカーニバル」、書籍監修「祭りの達人」、「日本の祭り400」（辰巳出版）
など。http://hagafoto.jp

文・写真＝芳賀 日向

3月  バリ島の正月
30

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
に
は
、バ
リ・ヒ
ン

ズ
ー
教
に
よ
る
独
特
の
世
界
観
が
あ
る
。こ

の
世
に
は「
神
」と「
悪
霊
」が
い
て
、人
間
は

そ
の
間
の
世
界
で
調
和
を
と
り
な
が
ら
生

き
て
い
る
。村
人
は
日
々
、神
と
悪
霊
の
両
方

に
お
供
え
を
捧
げ
る
。

　

村
人
た
ち
は
年
中
祭
り
で
忙
し
い
。一
年

が
２
１
０
日
の「
ウ
ク
暦
」に
よ
り
、家
、村
、

周
辺
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
寺
の
創
立
記

念
日
が
次
々
に
や
っ
て
く
る
か
ら
だ
。島
に

は「
サ
カ
暦
」と
い
う
別
の
暦
も
あ
り
、こ
ち

ら
は
月
の
動
き
に
よ
る
陰
暦
と
な
る
。そ
の

サ
カ
暦
に
よ
る
と
今
年
最
大
の
行
事
が
、西

暦
で
は
３
月
５
日
に
当
た
る
正
月
「
ニ
ュ

ピ
」だ
。

　

大
晦
日
が
近
づ
く
と
、各
村
に
は「
オ
ゴ

オ
ゴ
」と
呼
ば
れ
る
恐
ろ
し
い
妖
怪
の
張
り

ぼ
て
が
い
く
つ
も
作
ら
れ
て
並
ぶ
。大
晦
日

に
な
る
と
青
年
た
ち
が
そ
の
妖
怪
を
担
ぎ
、

村
境
の
三
辻
で「
オ
ゴ
オ
ゴ
！
」と
大
声
で
叫

び
、暴
れ
回
る
。地
中
に
潜
む
悪
霊
を
妖
怪

オ
ゴ
オ
ゴ
の
力
で
地
上
に
叩
き
出
す
の
だ
。

地
上
に
現
れ
た
悪
霊
は
、翌
日
の
元
旦
に
村

の
上
空
を
通
り
、海
の
か
な
た
へ
と
去
っ
て

行
く
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。村
人
た
ち
は
窓

を
閉
め
、家
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
、電
気
を

使
わ
ず
決
し
て
音
も
立
て
ず
、ひ
っ
そ
り
と

悪
霊
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
つ
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に「
ニ
ュ
ピ
の
日
は
空
港
や

店
が
す
べ
て
休
み
に
な
る
の
で
注
意
」と
書

い
て
あ
る
が
、実
は
こ
の
正
月
が
村
人
に
と
っ

て
一
年
で
最
も
恐
ろ
し
い
日
な
の
だ
。

インドネシア
INDONESIA
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栃木県の益子焼や岐阜県の美濃
焼をはじめ、陶磁器を地場産品とす
る地域が多い日本。その技術やノウ
ハウは途上国にも伝えられている。
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北
海
道
の
酪
農
、
栃
木
の
益
子
焼
、
群
馬
の

養
蚕
、
京
都
の
織
物
、
鹿
児
島
の
焼
酎 

…
。

　
日
本
全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
必
ず
そ
の
土

地
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
〝
も
の
〞
が
あ
る
。

長
年
か
け
て
、
人
々
が
懸
命
に
守
り
は
ぐ
く
ん

で
き
た
こ
れ
ら
の
〝
地
場
産
業
〞
こ
そ
、
私
た

ち
日
本
人
の
誇
り
だ
。

　
そ
し
て
こ
の
数
十
年
、
地
域
開
発
に
有
効
な

手
段
と
し
て
、
日
本
各
地
の
地
場
産
業
が
注
目

を
浴
び
て
い
る
。
特
産
品
を
そ
ろ
え
た
田
舎
道

に
あ
る
道
の
駅
、
都
内
に
集
ま
る
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
、
地
方
の
歴
史
的
建
造
物
巡
り
や
伝
統

文
化
を
体
験
す
る
旅
プ
ラ
ン
…
。
も
と
も
と
地

域
に
あ
る
資
源
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

し
、
成
功
を
収
め
て
い
る
地
域
も
少
な
く
な
い
。

　『
地
域
再
生
の
新
戦
略
』（
中
公
叢
書
）
の
著

者
、
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
諸
富

徹
教
授
は
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
こ
う
分
析
す

る
。「
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
政
府
の
国
土
計
画
あ
り
き
の
地
域
開

発
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
一
般
的

だ
っ
た
の
が
〝
外
〞
か
ら
企
業
を
誘
致
し
、
新

た
に
産
業
を
興
す
と
い
う
手
法
で
す
。
し
か
し

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
日
本
の
製
造
業
は
よ
り
生
産

コ
ス
ト
が
低
い
海
外
に
拠
点
を
移
す
な
ど
、
劇

的
な
産
業
構
造
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
多

く
の
企
業
が
撤
退
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
な
る

と
当
然
、
見
る
見
る
う
ち
に
地
域
経
済
は
さ
び

れ
て
し
ま
い
ま
す
」。　

　〝
外
〞
か
ら
呼
び
込
ん
だ
も
の
に
依
存
し
て
い

る
限
り
、
時
代
や
景
気
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う

―
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
日
本
は
、
持
続
的

な
地
域
開
発
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
の
地
域

に
し
か
な
い
財
産
、
つ
ま
り
〝
地
場
産
業
〞
を

継
承
し
生
か
す
方
向
へ
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

　「
金
太
郎
飴
の
よ
う
に
、
ど
こ
に
行
っ
て
も

同
じ
町
並
み
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
道
路
や
港
湾
、

空
港
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
社
会
資
本
よ
り
も
、
観

光
、
歴
史
的
遺
産
、
文
化
、
さ
ら
に
は
そ
の
土

地
に
暮
ら
す
〝
人
〞
に
投
資
す
る
こ
と
こ
そ
、

地
域
開
発
の
新
し
い
〝
方
程
式
〞
だ
と
い
う
発

想
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
」

　
そ
し
て
そ
の
取
り
組
み
の
陰
で
は
、
地
場
産

業
の
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
に
住
民
を
行
動
へ

と
導
く
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。「
例
え
ば
、
農
産
物
直
売
所
『
か
ら
り
』

で
有
名
な
愛
媛
県
内
子
町
に
は
岡
田
文
淑
氏
、

民
間
主
導
の
ガ
ラ
ス
産
業
を
推
進
し
た
滋
賀
県

長
浜
市
に
は
笹
原
司
朗
氏
が
い
た
。
彼
ら
に
共

通
す
る
の
は
、
日
本
全
体
に
お
け
る
位
置
付
け

を
理
解
し
、
社
会
の
潮
流
の
中
で
、
自
分
た
ち

の
地
域
が
何
を
す
べ
き
か
を
き
ち
ん
と
考
え
て

い
る
こ
と
で
す
」。
さ
ら
に
、
住
民
た
ち
が
〝
こ

れ
が
や
り
た
い
〞
と
い
う
青
写
真
を
し
っ
か
り

と
持
っ
て
い
る
こ
と
も
、
成
功
の
カ
ギ
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
ば
か
り

で
は
な
い
。
成
功
の
裏
に
は
失
敗
も
あ
る
。
し

か
し
成
功
と
失
敗
を
積
み
重
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
や
挑
戦
を
共
有
し
て
き
た
こ
と
が
、
日
本

の
地
域
の
未
来
を
作
る
上
で
貴
重
な
財
産
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
。

　「
日
本
の
地
域
経
済
が
疲
弊
し
て
い
る
と
い

わ
れ
る
こ
の
時
代
、
日
本
に
は
、
世
界
に
誇
れ

る
知
恵
や
技
術
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
そ
れ
を
存

分
に
生
か
し
た
地
域
開
発
が
、
今
後
は
よ
り
有

効
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
」
と
諸
富
教
授
は

話
す
。

　
こ
の
よ
う
な
日
本
の
経
験
は
現
在
、
開
発
途

上
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
開
発
に
役
立

て
ら
れ
て
お
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
日
本
の
地
場
産

業
を
活
用
し
た
国
際
協
力
を
数
多
く
実
施
し
て

途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

支
援
方
法
を
工
夫
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い
る
。
し
か
し
、
地
場
産
業
は
地
域
に
根
差
し

た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
い
く
ら
良
い
も
の
で

も
、
他
の
場
所
で
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
富
山
の
定
置
網
漁
（
８

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）の
よ
う
な
技
術
移
転
型
、

十
勝
の
農
業
（
14
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
の
よ

う
な
歴
史
学
習
型
、
東
大
阪
の
製
造
業
（
12
ペ

ー
ジ
に
関
連
記
事
）
や
大
分
の
一
村
一
品
運
動

（
16
ペ
ー
ジ
関
連
記
事
）
の
よ
う
な
仕
組
み
応

用
型
と
い
っ
た
支
援
方
法
を
、
途
上
国
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
形
で
使
い
分
け
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
内
拠
点
だ
。
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
17
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
各
拠
点
は
、
途

上
国
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
自
治

体
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
大
学
機
関
な
ど
地
元
組
織
と
密

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
草
の
根
技
術
協
力
事

業
や
研
修
員
受
入
事
業
な
ど
を
通
じ
て
来
日
す

る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
に
、
そ
の
地
域
に
蓄
積
さ

れ
て
き
た
〝
知
〞
や
〝
技
〞
を
伝
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
日
本
の
地
場
産
業
の
現
場
を
踏
み
、

そ
の
土
地
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
た
ち
と
出
会
っ
た

途
上
国
の
研
修
員
か
ら
は
、「
日
本
の
地
場
産

業
の
現
場
を
実
際
に
見
聞
き
し
、
自
分
の
地
元

で
も
資
源
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

可
能
性
を
感
じ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ

る
。
他
方
、
外
国
人
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
、

自
分
た
ち
の
町
の
新
た
な
魅
力
の
発
見
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
日
本
の
地
域
も
増
え
て
い
る
。

　
地
元
の
活
力
を
最
大
限
伸
ば
し
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
き
た
日
本
。
私
た
ち
の
誇
り

で
あ
る
こ
の
〝
地
場
産
業
〞
は
、
日
本
と
途
上

国
双
方
の
成
長
の
底
力
に
も
な
っ
て
い
る
。

地
域
開
発
の

新
し
い
〝
方
程
式
〞
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も
り
あ
き

時代の変化とともに、試行錯誤を重ねなが ら独自のまちづくりを模索してきた日本の地域。
そこに“在る”ものを生かした産業が根を 下ろし、いくつもの土地で花開いている。
日本が歩んできた“地場産業”を通じた地 域開発の仕掛けと成功の秘訣とは―。

精密機器などの金型を製造する東京
都板橋区の町工場で、タイから来た
JICA研修員が日本人技師から金型の
成型技術を学ぶ （撮影：今村健志朗）



「フルーツ」
モモやリンゴなど“フルーツ王国”として知られる
福島県。果樹栽培のポテンシャルが高いウズ
ベキスタンに対して、福島県ウズベキスタン文
化経済交流協会と伊達市が連携し、剪定技
術・摘果・袋かけなどの果樹栽培技術をJICA
草の根技術協力事業を通じて指導している。

もみ殻の炭化など、バイオマスの資源循環を推進して
いる上川郡東川町。NPO法人北海道新エネルギー普
及促進協会や民間企業と協働し、わらや草木、倒木を
利用する代替燃料「バイオブリケット」の普及促進につ
ながる技術をネパールに移転。

日本三大銘醸地である東広島市の西条。伏見、灘と並ぶ酒どころの西条酒
は、全国に誇る地域ブランドだ。JICA中国の「アフリカ地域中小零細企業振
興支援機関育成」コースでは、地域ブランドの確立を通じた地域振興を学ぶ
ため西条の酒造メーカーを視察。

現在も数々の伝統産業が残る京都。古き良き伝統を生
かした商品開発や経営ノウハウは、途上国の産業振興
の参考にされている。JICA大阪による中米地域対象の
研修では、京和傘の製造卸販売の老舗で和風照明も手
がける株式会社日吉屋などを視察している。

日本有数の温泉地として知られる黒川温泉。入湯
手形や自然共生のための植樹活動など、黒川温
泉観光旅館協同組合や地域コミュニティーが主
体となって独自のまちづくりを推進。大
分県の一村一品運動や別府市
のオンパクなどと同様に、ア
ジアやアフリカ、中南米
などの地域開発につ
いて学ぶ研修の舞
台になっている。

個性ある独立系の中小企業の多い四国地
方。その分野では、日本一、世界一のシェアを
誇る企業も多い。香川の手袋、徳島の家具、
愛媛のタオル、高知の金属などさまざまな分野
の経営者が、四国の中小企業の“元気の秘
訣”を中央アジアなどに伝えている。

豊かな自然環境と独特の歴史文化を生かし、国内でも先立ってエコ
ツーリズムを推進する沖縄県。気候風土が似ている中米・カリブ地
域や大洋州、熱帯・亜熱帯地域を対象に観光開発をテーマにした
研修を実施。世界各地で沖縄の経験やノウハウが生かされている。

る
ズ
文
技
A

国地
アを
家具、
分野
の秘

日本有数の温泉地
手形や自然共生の
泉観光旅館協同
体となって独自のま
分県の一村一品運
のオンパクな
ジアやアフリ
などの地域開
いて学ぶ研修
台になっている
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日本国内で陸稲生産ナンバー１の茨城県。JICA筑波
は敷地内に農業試験圃場を設置し、栽培技術、品種特
性の調査方法などの研修を実施。近年、アフリカで積
極的に導入され始めた陸稲の一種“ネリカ米”の生産性
向上支援にも力を入れる。
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日本の地場産業、海を渡る。  

福 島

「陸稲」
茨 城

「中小企業」
四 国

「エコツーリズム」

沖 縄

「温泉」
熊 本

「バイオブリケット」
北海道

「干し柿」
長 野

「和傘」
京 都

「西条の酒」
広 島

京 都

日本随一の貿易港・名古屋港を要する中部地域では、自動車産業を
中心にものづくりが盛ん。中部の製造業を支えてきた職人の技術やも
のづくりの精神を伝えるべく、JICA中部では「日本のものづくりと途上
国の製造業の比較分析」コースなど、アジアやアフリカ、中南米、中東
を対象に数多くの研修を実施。

「ものづくり」
愛 知 アジア／アフリカ／中南米／中東

アフリカなど

ウズベキスタン

ネパール

中央アジアなど

中米

ベトナム

アフリカ

中米・カリブ地域／大洋州／
熱帯・亜熱帯地域

日本各地に息づく“地場産業”。
地域の人々が代々受け継ぎ、培ってきた技と知は 
海を越えて、開発途上国にも伝えられている。

江戸時代から干し柿の生産が盛んな
飯田市。高付加価値の柿の生産・販
売を担う地元企業の経験をベトナムに
技術移転。JICA草の根技術協力事
業を通じて、かぶちゃんファーム株式
会社が、柿の栽培・加工技術・商品開
発などに関する指導を行っている。

アジア／アフリカ／
中南米など
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「「陸陸稲
茨 城

地域の人々
海を越

「フ
モモやリ
福島県。
ベキスタ
化経済交
術・摘果
草の根技

や民間企業と協働し、わらや草木、倒木を
替燃料「バイオブリケット」の普及促進につ
をネパールに移転。

A大阪による中米地域対象の
卸販売の老舗で和風照明も手
どを視察している。

の西条酒
細企業振
振興を学ぶ

として知られる黒
ための植樹活動
合や地域コミュ
ちづくりを推進。
動や別府市

アジア／ア
中南米など

黒川温泉。入湯
動など、黒川温
ュニティーが主
大

アフリカ／
ど

「中小企業」
四 国 中央アジ

運動
同様
中南
につ
舞

一品運
どと同
リカ、中
開発に
修の舞
る。

動や別府市
様に、ア
南米
つ
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　「
せ
ー
の
、
ヨ
イ
シ
ョ
ー
」

　
深
夜
２
時
半
。
暗
闇
の
中
に
煌
々
と

光
る
漁
船
の
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
、
男

た
ち
が
威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に

一
斉
に
網
を
巻
き
上
げ
る
。

　
年
の
瀬
も
迫
っ
た
２
０
１
０
年
12
月

下
旬
、
富
山
県
富
山
市
の
四
方
漁
港
か

ら
３
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
沖
合
の
定
置
網

漁
場
。
こ
の
時
期
の
富
山
湾
に
し
て
は

波
は
穏
や
か
だ
が
、
ほ
お
に
吹
き
付
け

る
風
は
刺
す
よ
う
に
冷
た
い
。

　
平
行
に
並
ん
だ
２
隻
の
中
型
漁
船

が
、
仕
掛
け
て
あ
っ
た
網
を
両
側
か
ら

挟
み
込
み
、
ゆ
っ
く
り
と
網
を
巻
き
取

っ
て
い
く
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
始
め

は
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
て
い
た
船

が
、
い
つ
の
間
に
か
数
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

に
ま
で
近
づ
い
て
い
た
。
網
の
底
が
水

面
に
迫
る
に
つ
れ
、
魚
が
無
数
の
水
し

ぶ
き
を
上
げ
る
。

　「
い
く
ぞ
ー
っ
！
」

　
合
図
に
合
わ
せ
て
大
き
な
す
く
い
網

が
投
げ
入
れ
ら
れ
、
大
量
の
タ
チ
ウ
オ

が
ク
レ
ー
ン
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
そ

し
て
閉
じ
ら
れ
た
網
の
口
が
開
く
と
、

甲
板
は
は
ね
回
る
タ
チ
ウ
オ
で
あ
っ
と

い
う
間
に
覆
い
尽
く
さ
れ
た
。

　「
天
然
の
い
け
す
」
と
呼
ば
れ
、
海

の
幸
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
る
富
山

湾
。
ブ
リ
、
ホ
タ
ル
イ
カ
、
白
エ
ビ
を

筆
頭
に
、
湾
内
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
介

類
は
年
間
３
０
０
種
以
上
に
上
る
。
そ

の
多
く
は
「
越
中
式
定
置
網
漁
」
で
捕

れ
た
も
の
だ
。

　
４
０
０
年
も
前
か
ら
こ
の
富
山
湾
で

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
定
置
網
漁

は
、
魚
の
習
性
を
う
ま
く
利
用
し
た
自

然
に
優
し
い
漁
法
と
し
て
有
名
。
海
流

に
沿
っ
た
魚
の
通
り
道
に
網
を
仕
掛

け
、
そ
こ
に
侵
入
し
て
き
た
魚
を
無
理

な
く
確
保
す
る
。
魚
を
な
る
べ
く
傷
付

け
ず
生
き
た
ま
ま
水
揚
げ
で
き
、
見
た

目
も
美
し
く
新
鮮
だ
。
ま
た
、
網
目
の

大
き
さ
を
調
節
す
る
こ
と
で
捕
獲
量
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
た
め
、
乱
獲
を

防
ぎ
、
こ
れ
か
ら
先
も
持
続
的
に
水
産

資
源
を
利
用
で
き
る
。
さ
ら
に
、
固
定

さ
れ
た
網
に
貝
や
藻
が
付
着
し
て
魚
礁

※
が
生
ま
れ
、
新
た
な
漁
場
の
形
成
に

も
つ
な
が
る
。

　
30
人
近
い
漁
師
の
中
に
、
慣
れ
た
手

つ
き
で
作
業
を
こ
な
す
４
人
の
ス
リ
ラ

ン
カ
人
の
姿
が
あ
っ
た
。
富
山
が
誇
る

定
置
網
漁
を
同
国
に
伝
え
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
「
ス
リ
ラ
ン

カ
南
部
州
ア
ン
バ
ラ
ン
ゴ
ダ
に
お
け
る

省
資
源
型
定
置
網
漁
業
の
導
入
に
よ
る

漁
村
活
性
化
支
援
事
業
」
の
一
環
で
２

０
１
０
年
10
月
に
来
日
し
た
彼
ら
。
約

２
カ
月
に
わ
た
り
、
毎
晩
の
よ
う
に
漁

師
た
ち
と
海
に
出
て
い
る
。

　「
初
め
て
見
る
漁
法
で
最
初
は
勝
手

が
分
か
ら
ず
大
変
で
し
た
が
、
２
カ
月

間
で
作
業
に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
の
寒
さ
は
相
変
わ
ら
ず
こ
た

え
ま
す
（
笑
）」

　
そ
う
話
す
の
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
南
西

部
の
漁
村
ア
ン
バ
ラ
ン
ゴ
ダ
で
代
々
漁

師
を
続
け
る
シ
ル
バ
さ
ん
親
子
。
ア
ン

バ
ラ
ン
ゴ
ダ
は
、
04
年
12
月
に
発
生
し

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地

震
に
よ
る
津
波
で
大
き
な
被
害
を
負
っ

た
地
域
だ
。「
多
く
の
漁
業
関
係
者
が

犠
牲
と
な
り
、
生
き
残
っ
た
人
々
の
多

く
も
船
や
網
を
波
に
の
ま
れ
て
生
活
の

基
盤
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」（
父
・

ガ
ミ
ニ
さ
ん
）。

「
天
然
の
い
け
す
」を
生
ん
だ

自
然
に
優
し
い
漁
法

津
波
、そ
し
て
海
面
上
昇

ス
リ
ラ
ン
カ
漁
村
の
悲
劇

（左）「そっちのかごを取ってくれ！」「早くしろ！」。甲板ではね
回る魚を素早く選別し、かごに仕分けていく。鮮度を守るた
め、船上には怒号にも近い掛け声が飛び交う
（右）富山湾で利用している典型的な定置網の模型。その
大半が沿岸から2～4キロの沖合、水深10～100メートル
の海中に設置され、大きさは、最大長さ600メートル、幅
100メートルにもなる

アンバランゴダ漁協組合の会長
でもある漁師のガミニさん。村を代
表して研修に参加した彼の、漁業
再生にかける思いは人一倍強い

ブリやホタルイカ、白エビなど
海の幸の宝庫として知られる富山湾で

400年にわたり受け継がれてきた「越中式定置網漁」。
この富山生まれの漁法が今

2004年の津波被害で打撃を受けたスリランカの漁村に
大きな力をもたらそうとしている。

伝統漁法で
スリランカ漁業の再生を

富 山

from TOYAMA

※魚が好んで群集する水面下の岩場。

よ
か
た

特集　地場産業
羽ばたけ、日本の底力

スリランカ

富山県
四方漁港

2隻の漁船が近づくに
つれ、網にかかった魚
が上げる水しぶきの音
が大きくなっていく。こ
の日は大量のタチウオ
が捕れた
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毎
晩
、
操
舵
席
か
ら
漁
を
指
揮
す
る

大
垣
漁
業
有
限
会
社
の
浦
上
秀
雄
専
務

も
、
05
年
３
月
、「
ス
リ
ラ
ン
カ
を
助

け
た
い
」
と
現
地
視
察
を
企
画
し
た
地

元
議
員
に
声
を
か
け
ら
れ
、
富
山
市
の

漁
協
組
合
長
と
し
て
同
行
。
そ
の
際
に

見
た
光
景
を
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い

る
。

　「
は
る
か
頭
上
の
木
の
枝
に
、
流
れ

て
き
た
ゴ
ミ
が
引
っ
掛
か
っ
て
い
て
、

津
波
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し

た
。
海
岸
で
は
大
き
な
船
が
ま
っ
ぷ
た

つ
に
壊
れ
て
打
ち
上
げ
ら
れ
、
漁
師
た

ち
も
た
だ
ぼ
う
然
と
し
と
っ
て
…
。
と

に
か
く
ひ
ど
い
惨
状
や
っ
た
」

　
試
練
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か

っ
た
。
温
暖
化
の
せ
い
か
、
漁
獲
量
の

減
少
が
続
い
て
い
た
ほ
か
、
海
面
上
昇

対
策
と
し
て
沿
岸
一
帯
に
設
置
し
た
護

岸
ブ
ロ
ッ
ク
が
原
因
で
、
こ
れ
ま
で
主

流
だ
っ
た
地
引
網
漁
が
難
し
く
な
っ
た

と
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
50
年
間
、
漁
師
一
筋
の
人

生
を
歩
ん
で
き
た
浦
上
さ
ん
。
自
身
も

台
風
で
網
を
引
き
ち
ぎ
ら
れ
、
大
き
な

損
害
を
被
っ
た
経
験
が
あ
る
だ
け
に
、

同
じ
海
の
男
た
ち
が
味
わ
う
痛
み
に
い

た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
て
帰
国
し
た
後
、
浦
上

さ
ん
は
知
人
の
福
本
誠
さ
ん
ら
が
現
地

の
津
波
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
に
設

立
し
た
N
P
O
法
人
「
地
球
の
夢
」
に

参
加
。
以
来
、
約
５
年
に
わ
た
っ
て
定

期
的
に
現
地
を
訪
れ
、
生
活
支
援
物
資

の
配
給
な
ど
で
被
災
地
を
回
り
な
が

ら
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
漁
業
再
生
の
可
能

性
を
探
っ
て
き
た
。

　「
そ
し
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
富

山
の
定
置
網
漁
だ
っ
た
」

と
、「
地
球
の
夢
」
の
代

表
を
務
め
る
福
本
さ
ん
は

言
う
。

　「
定
置
網
漁
は
水
産
資

源
の
枯
渇
も
防
ぐ
こ
と
が

で
き
、
地
引
網
漁
に
代
わ

る
漁
法
と
し
て
十
分
い
け

る
と
思
い
ま
し
た
。
魚
礁

が
で
き
て
魚
も
戻
っ
て
き

ま
す
か
ら
。
ま
た
、
比
較

的
陸
地
の
近
く
に
定
置
網

を
設
置
す
る
の
で
、
船
の

燃
料
費
も
安
く
抑
え
ら
れ

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
」

　
そ
の
後
、
福
本
さ
ん
た
ち
「
地
球
の

夢
」
は
漁
業
省
に
働
き
掛
け
、
沿
岸
地

域
に
あ
る
漁
協
組
合
の
代
表
者
ら
と
と

も
に
「
定
置
網
実
行
委
員
会
」
を
設
立
。

ス
リ
ラ
ン
カ
全
土
へ
の
定
置
網
漁
普
及

に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

草
の
根
技
術
協
力
事
業
を
活
用
し
た
、

ア
ン
バ
ラ
ン
ゴ
ダ
村
へ
の
支
援
。
村
の

漁
師
を
富
山
に
招
く
と
と
も
に
、
浦
上

さ
ん
ら
地
元
の
漁
師
を
ア
ン
バ
ラ
ン
ゴ

ダ
村
へ
派
遣
し
、
技
術
指
導
を
行
っ
て

き
た
。

　「
ほ
ら
、
そ
こ
は
も
っ
と
た
く
さ
ん

石
を
詰
め
ん
と
」

　
漁
の
後
、
漁
港
近
く
の
作
業
場
で
、

浦
上
さ
ん
が
研
修
員
に
付
き
っ
き
り
で

指
導
に
当
た
っ
て
い
た
。
こ
の
日
の
研

修
内
容
は
、網
を
海
底
に
固
定
す
る
「
重

し
」
の
作
り
方
。
50
キ
ロ
ほ
ど
の
重
さ

に
な
る
ま
で
、
袋
一
つ
一
つ
に
大
き
な

石
を
詰
め
て
い
く
。「
補
修
や
管
理
も

含
め
て
最
初
か
ら
最
後
ま
で
全
部
自
分

た
ち
で
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
技
術
・

知
識
は
こ
の
研
修
で
す
べ
て
伝
え
ま

す
」
と
浦
上
さ
ん
の
指
導
に
も
熱
が
入

る
。

　
研
修
員
の
１
日
は
ハ
ー
ド
だ
。
毎
日

深
夜
２
時
に
出
港
し
、
明
け
方
に
漁
か

ら
戻
る
と
、
水
揚
げ
、
魚
の
仕
分
け
、

朝
の
せ
り
の
準
備
を
行
う
。
朝
食
を
挟

ん
だ
後
、
定
置
網
の
作
り
方
や
修
繕
の

方
法
、
浮
き
や
重
り
の
設
置
の
仕
方
、

魚
の
衛
生
管
理
手
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
で
の
実
習
や
講
義
が
夕
方
ま

で
続
く
。
休
日
は
漁
が
な
い
日
曜
日
の

み
。
そ
れ
で
も
皆
、
疲
れ
も
見
せ
ず
研

修
に
励
ん
で
い
た
。

　
休
憩
時
間
を
惜
し
ん
で
作
業
を
続
け

て
い
た
ガ
ン
ガ
・
エ
デ
ィ
リ
シ
ン
ゲ
さ

ん
は
、「
定
置
網
漁
は
と
て
も
合
理
的
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
ま
だ
例
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
分
た
ち
が
持
ち
帰
っ
て
技
術

を
広
め
る
こ
と
で
、
人
々
の
生
計
向
上

に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
す
。「
地
球
の
夢
」

の
頼
れ
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
定
置

網
の
普
及
に
取
り
組
む
彼
は
、
こ
の
仕

事
に
就
く
ま
で
漁
な
ど
経
験
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
慣
れ
な
い
作
業
や
船
酔

い
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
後
、

ま
と
め
役
と
し
て
皆
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
た
め
に
も
、
懸
命
に
知
識
を
吸
収
し

て
い
る
。

　「
ハ
コ
ア
ミ（
箱
網
）、オ
ト
シ
ア
ミ（
落

と
し
網
）、
カ
キ
ア
ミ
（
垣
網
）
…
」

　
定
置
網
の
パ
ー
ツ
と
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
網
の
名
前
を
日
本
語
で
挙
げ
て
く
れ

た
の
は
、
潜
水
士
の
ジ
ニ
ゲ
・
ラ
ッ
ク

ス
マ
ン
さ
ん
。「
浦
上
さ
ん
が
抜
き
打
ち

で
聞
い
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
一

生
懸
命
覚
え
ま
し
た
」
と
笑
う
。
仕
掛

け
た
定
置
網
の
点
検
や
設
置
状
況
の
確

認
に
は
、
潜
水
士
の
役
割
が
欠
か
せ
な

い
。
今
後
、
定
置
網
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ゴ

ダ
で
定
着
し
て
い
く
に
つ
れ
、
彼
の
活

躍
の
機
会
も
増
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
年
末
に
帰
国
し
た
研
修
員
を
追
う
よ

う
に
し
て
１
月
下
旬
、
浦
上
さ
ん
は
現

地
に
向
か
っ
た
。
富
山
で
の
研
修
中
、

「
地
球
の
夢
」
や
地
域
の
漁
業
関
係
者

ら
の
協
力
で
材
料
を
調
達
し
、
研
修
員

が
自
ら
編
ん
で
完
成
さ
せ
た
定
置
網

を
、
実
際
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ゴ
ダ
の
沖
合

に
設
置
す
る
た
め
だ
。
ま
さ
に
、
遠
い

海
の
向
こ
う
か
ら
の
エ
ー
ル
が
込
め
ら

れ
た
、
大
切
な
〝
贈
り
物
〞
だ
。　

　「
地
球
の
夢
」
で
は
今
後
、
浦
上
さ

ん
ら
が
２
０
１
２
年
ま
で
定
期
的
に
ア

ン
バ
ラ
ン
ゴ
ダ
を
訪
れ
、
現
地
の
人
々

が
自
力
で
定
置
網
漁
を
実
践
で
き
る
よ

う
、
段
階
的
に
技
術
指
導
を
行
っ
て
い

く
。
特
に
ス
リ
ラ
ン
カ
は
年
中
暑
い
た

め
、
捕
っ
た
魚
の
鮮
度
の
保
持
技
術
は

力
を
入
れ
て
伝
え
て
い
く
予
定
だ
。
当

面
の
目
標
は
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ゴ
ダ
で
定

置
網
漁
を
普
及
・
定
着
さ
せ
、
漁
民
の

収
入
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。
そ
し
て
そ

の
経
験
を
も
と
に
、
定
置
網
実
行
委
員

会
を
中
心
と
し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
よ

り
多
く
の
沿
岸
地
域
へ
と
定
置
網
漁
を

広
げ
て
い
く
。

　
現
在
、
富
山
湾
の
漁
獲
量
の
実
に
７

割
が
定
置
網
漁
に
よ
る
も
の
。
し
か
し
、

か
つ
て
は
大
型
漁
船
で
大
量
に
捕
る
方

法
と
比
較
さ
れ
、「
時
代
遅
れ
」「〝
待
ち
〞

の
漁
法
」
と
揶
揄
さ
れ
て
い
た
時
代
も

あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
価

値
を
知
る
先
人
た
ち
が
苦
労
と
改
良
を

重
ね
な
が
ら
受
け
継
い
で
き
た
こ
の
漁

法
は
、
乱
獲
や
海
洋
汚
染
な
ど
で
水
産

資
源
の
持
続
的
な
利
用
が
脅
か
さ
れ
つ

つ
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
資
源
管
理
型

の
漁
法
と
し
て
世
界
か
ら
も
注
目
を
集

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
02
年
に
は
、
富

山
県
内
で
も
特
に
定
置
網
漁
が
盛
ん
な

氷
見
市
で
「
世
界
定
置
網
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

氷
見
市
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協

力
事
業
で
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の

技
術
移
転
に
取
り
組
む
な
ど
、
富
山
の

定
置
網
漁
は
他
国
で
も
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。

　「
な
ん
と
し
て
も
成
功
さ
せ
に
ゃ
い

か
ん
。
責
任
重
大
で
す
」

　
ま
っ
た
く
新
し
い
漁
法
を
教
え
る
と

い
う
大
仕
事
に
、
浦
上
さ
ん
の
胸
は
高

ぶ
る
。
伝
統
漁
法
を
受
け
継
い
で
き
た

多
く
の
先
人
た
ち
の
思
い
と
、
富
山
が

生
ん
だ
生
粋
の
漁
師
と
し
て
の
誇
り

が
、
き
っ
と
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
ス

リ
ラ
ン
カ
の
海
に
届
く
に
違
い
な
い
。

特集　地場産業
羽ばたけ、日本の底力

富
山
の
誇
り
を

先
人
の
知
恵
を

定置網の編み方を教える漁師歴50年の浦上さん（左から3人
目）。漁が終わった後も、資機材の保守や管理方法などについ
て付きっきりで指導してきた。2005年に津波の惨状を直接目に
して以来、「途上国の漁業を救いたい」と「地球の夢」の活動に
も精力的に取り組む

富山に到着し、地元メディアの取材
を受けるガンガさん（左）とガミニさ
ん。連日、研修の様子が報道される
など、富山の伝統漁法を生かした国
際協力には地元の人々の大きな注
目と期待が集まっている

アンバランゴダの漁村。かつては魚が豊富に捕れたが、津波の被害
に加え、水産資源の減少や護岸ブロックの影響で、漁獲量が減り
続けている

重しを用意する大垣漁業の漁師たち。この石が魚礁を作り出し、新た
に豊かな海の生態系を生む

深
夜
２
時
の
出
港

ハ
ー
ド
な
研
修
の
日
々

完成した定置網をコンテナに詰む研修員。この“富山からの贈り物”
が、スリランカの漁業再生のカギを握る

や  

ゆ
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一
本
の
小
さ
な
ネ
ジ
に
も
、
何
十
年

に
も
わ
た
る
発
明
の
苦
労
が
あ
る
―
。

　
電
化
製
品
や
自
動
車
な
ど
、
世
界
有

数
の「
も
の
づ
く
り
大
国
」と
し
て
知
ら

れ
る
日
本
。世
界
に
通
用
す
る
〝
モ
ノ
〞

を
生
み
出
す
べ
く
、そ
の
影
で
は
、小
さ

な
町
工
場
の
職
人
た
ち
が
懸
命
に
努
力

を
重
ね
て
き
た
。

　
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
舞
台
の
一

つ
、
技
術
力
の
高
い
中
小
企
業
や
町
工

場
が
集
積
し
て
い
る
の
が
、
大
阪
府
東

大
阪
市
を
中
心
と
す
る
地
域
。面
積
に

対
す
る
工
場
の
割
合
は
全
国
１
位
。〝
歯

ブ
ラ
シ
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
ま
で
〞
と
評
さ

れ
る
ほ
ど
、こ
れ
ま
で
、多
種
多
様
な
技

術
・
製
品
を
生
み
出
し
て
き
た
。　

　
１
月
下
旬
、
こ
の
日
本
を
代
表
す
る

も
の
づ
く
り
の
町
に
、
経
済
成
長
著
し

い
イ
ン
ド
か
ら
研
修
員
た
ち
が
や
っ
て

来
た
。彼
ら
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
２
０
０
７

年
か
ら
イ
ン
ド
で
実
施
中
の
「
製
造
業

経
営
幹
部
育
成
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
携
わ
る
政
府
、大
学
、企
業
の
代
表
者

た
ち
。日
本
の
製
造
業
の
経
営
方
法
を

学
ぶ
た
め
、
中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り

の
現
場
な
ど
を
視
察
し
た
。

　
イ
ン
ド
は
、
ア
ジ
ア
を
け
ん
引
す
る

経
済
発
展
を
遂
げ
る
べ
く
、「
製
造
業
の

競
争
力
強
化
」
を
最
重
要
課
題
の
一
つ

に
掲
げ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
必
要
な

の
は
、
製
造
業
の
変
革
を
担
う
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
―
。そ
こ
で
07
年
、首
相
府
直

轄
の「
国
家
製
造
業
競
争
力
委
員
会
」と

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
協
働
で
「
製
造
業
経
営
幹

部
育
成
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
始
。

産
官
学
が
連
携
し
、
製
造
業
の
人
材
育

成
を
推
進
し
て
い
る
。

　
そ
の
内
容
は
、
イ
ン
ド
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
を
対
象
に
、シ
ニ
ア
管
理
職
、若
手

管
理
職
、社
長
、中
小
企
業
育
成
の
４
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
必
要
な
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
と

い
う
も
の
。新
製
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
づ

く
り
か
ら
製
品
販
売
後
の
サ
ー
ビ
ス
ま

で
、日
本
の
製
造
業
を
モ
デ
ル
に
、も
の

づ
く
り
の
総
合
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え

て
い
る
。

　
今
回
、日
本
に
研
修
で
訪
れ
た
の
は
、

各
コ
ー
ス
の
計
画
立
案
、
実
施
に
携
わ

る
産
官
学
の
指
導
者
た
ち
。プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
終
了
後
も
彼
ら
自
身
の
手
で
継
続

し
て
い
け
る
よ
う
、
日
本
の
現
場
か
ら

ア
イ
デ
ア
を
得
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的

だ
。

　
ま
ず
彼
ら
が
向
か
っ
た
の
は
「
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
東
大
阪
」。03
年
に

大
阪
府
、東
大
阪
商
工
会
議
所
、財
団
法

人
大
阪
産
業
振
興
機
構
が
協
働
で
立
ち

上
げ
た
こ
の
施
設
は
、「
大
阪
東
部
地
域

の
中
小
企
業
の
新
し
い
技
術
や
製
品
の

開
発
、
販
路
開
拓
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
」と
、財
団
法
人
大
阪
産

業
振
興
機
構
の
田
中
佑
二
郎
さ
ん
は
説

明
す
る
。

　
１
階
の
常
設
展
示
場
に
は
、
東
大
阪

を
拠
点
と
す
る
約
２
０
０
の
中
小
企
業

の
ブ
ー
ス
を
設
置
。ま
さ
に〝
歯
ブ
ラ
シ

か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
〞を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

繊
維
衣
料
、自
動
車
部
品
、化
学
品
、建

築
材
料
、航
空
・
宇
宙
関
連
な
ど
、あ
ら

ゆ
る
分
野
の
技
術
や
製
品
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。「
や
は
り
日
本
の
技
術
力
は
高

い
。モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
ま
す

ね
」と
話
す
の
は
、自
動
車
製
造
メ
ー
カ

ー
の
ク
マ
ー
ル
・
プ
ラ
ベ
シ
ュ
副
社
長
。

田
中
さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

各
企
業
の
ブ
ー
ス
を
熱
心
に
見
て
回

る
。

　
ま
た
、
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
東

大
阪
の
ウ
リ
の
一
つ
が
〝
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
〞
だ
。こ
こ
で

は
、中
小
企
業
の
新
事
業
、新
産
業
の
創

出
に
向
け
、
企
業
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
国
内
だ
け
で

な
く
、
海
外
市
場
も
視
野
に
入
れ
た
販

路
開
拓
や
特
許
活
用
策
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。ま
た
近
畿
圏

を
中
心
に
、
大
学
機
関
と
の
連
携
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。工
業
政
策
・
促
進

局
の
ゴ
ー
ラ
ヴ
・
ダ
ヴ
ェ
局
長
は
「
連

携
の
強
化
は
イ
ン
ド
の
製
造
業
で
も
重

要
な
課
題
の
一
つ
。こ
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
が
あ
れ
ば
、
よ
り
よ
い
連
携
事
例

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ね
」と
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
さ
ら
に
、
実
際
の
も
の
づ
く
り
の
現

場
、
守
口
市
に
あ
る
山
岡
金
属
工
業
株

式
会
社
を
訪
問
。大
阪
の
文
化
を
象
徴

す
る
た
こ
焼
き
器
や
お
好
み
焼
き
用
の

鉄
板
な
ど
の
製
造
で
知
ら
れ
る
同
社
は

１
９
５
６
年
に
創
業
、
従
業
員
約
60
人

の
中
小
企
業
だ
。し
か
し
最
近
で
は
、オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
で
使
用
さ
れ
る

「
パ
ラ
ソ
ル
ヒ
ー
タ
ー
」
や
「
エ
ア
カ
ー

テ
ン
」な
ど
、時
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え

た
斬
新
な
商
品
開
発
に
成
功
。家
庭
用
・

業
務
用
調
理
機
器
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と

し
て
、著
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

　
同
社
の
敷
地
内
に
設
け
ら
れ
た
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
夢
工
房「
技
術
文
化
館
」の
佐

藤
勝
彦
館
長
か
ら
、
製
品
の
説
明
を
受

け
る
研
修
員
た
ち
。「
こ
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
は
自
社
製
品
を
一
般
公
開
す
る
た
め

の
も
の
。地
域
に
、
そ
し
て
、
世
界
に
開

け
た
企
業
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
」
と
佐
藤
さ
ん
。「
私
た
ち
の
よ
う
な

中
小
企
業
の
強
み
を
存
分
に
生
か
す
た

め
に
は
規
模
が
大
き
す
ぎ
て
も
ダ
メ
。

従
業
員
一
人
一
人
に
責
任
を
持
っ
て
仕

事
を
し
て
も
ら
い
た
い
」。

　
イ
ン
ド
経
営
大
学
院
大
学
カ
ル
カ
ッ

タ
校
の
シ
ェ
カ
ー
ル
・
チ
ョ
ー
ド
リ
ー

学
長
は
、「
イ
ン
ド
の
製
造
業
は
、
こ
れ

か
ら
競
争
力
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
す
る
た
め
に
は
有
能
な〝
人
〞が

必
要
。日
本
の
も
の
づ
く
り
の
成
功
は
、

経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
あ
る
ん

で
す
ね
」と
再
認
識
し
た
よ
う
だ
。

　
東
大
阪
の〝
職
人
魂
〞に
触
れ
た
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
た
ち
。産
官
学
が
一
体

と
な
り
、
新
た
な
も
の
づ
く
り
の
時
代

が
今
、イ
ン
ド
で
動
き
出
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
作
り
出
す

も
の
づ
く
り
の
技
術

企業ブースを熱心に見て回る研修
員たち。「ゆくゆくは、日本の企業と
も連携して事業を進められれば」

ミュージアム夢工房「技術文化館」には、自社の製品のみなら
ず、日本の古き良きモノが展示されている。「モノを大切にする
心をはぐくんでほしい」と佐藤さん

特集　地場産業
羽ばたけ、日本の底力

東 大 阪

from HIGASHI OSAKA

日本随一のものづくり技術が集積する東大阪市。
地域が一体となって推進してきた成長の戦略を学ぶべく

インドから研修員がやって来た。

町工場の競争力を
インドの産業界に

歯
ブ
ラ
シ
か
ら

ロ
ケ
ッ
ト
ま
で

クリエイション・コア東大阪の常設展示場には、“東大阪ブランド”と銘打って、地元企業のさまざまな技術・製品が紹介されている

山岡金属工業の佐藤さん（左）の説明を受けながら工場を視察。
「中小企業でもここまで競争力をつけることができる。私たちも自分
たちの製品に誇りをもって頑張りたい」と研修員たち

インド

東大阪市
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ケニア

ベナン

地元農家の箕浦さん（左）が使用している
農業機械の説明を聞く研修員たち。「作業
の効率を上げるために、まずは今あるものを
改善していくことから始めたい」

十勝の開拓の歴史が学べる帯広百年記念館。これまで使用されてきた農業機械・農機具
も展示されている

地元メーカー、日農機製工株
式会社を視察する研修員た
ち。十勝地方には、十勝の農
業を支える農業機械・農機具
メーカーが多数ある

　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
下
旬
、
北
海
道
十
勝
地
方
の
玄

関
口
「
と
か
ち
帯
広
空
港
」
に
降
り
立

つ
と
、
一
面
に
真
っ
白
な
大
地
が
広
が

っ
て
い
た
。

　「
こ
れ
で
も
今
日
は
暖
か
い
ん
で
す

よ
」

　
地
元
の
人
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
て

そ
う
言
う
が
、
そ
れ
で
も
気
温
は
氷
点

下
だ
。

　
十
勝
と
い
え
ば
、
日
本
を
代
表
す
る

農
業
地
帯
の
一
つ
。主
要
作
物
は
、
小

麦
、馬
鈴
薯（
じ
ゃ
が
い
も
）、豆
類
、ビ

ー
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
全
国
の
流
通
シ
ェ
ア
の
大
部
分
を

占
め
て
い
る
。

　
し
か
し
周
知
の
通
り
、
北
海
道
の
開

拓
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
時
代
。今
で

こ
そ
、
全
国
の
耕
地
面
積
の
約
５
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
十
勝
地
方
も
、
当
時

は
な
ん
と
、一
面
が
雑
木
林
だ
っ
た
。

　
道
内
で
は
め
ず
ら
し
く
、
政
府
が
組

織
し
た
屯
田
兵
で
は
な
く
、
民
間
主
導

で
十
勝
の
開
拓
が
始
ま
っ
た
の
が
１

８
８
３
年
。広
大
な
土
地
と
寒
冷
地
な

ら
で
は
の
気
候
条
件
を
生
か
し
、
畑
作

を
中
心
と
し
た
農
業
を
開
始
。畜
産
業

と
と
も
に
発
展
を
続
け
、
今
日
で
は
日

本
全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
、 〝
十
勝
ブ

ラ
ン
ド
〞
の
製
品
を
目
に
し
な
い
日
は

な
い
ほ
ど
に
ま
で
成
長
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
１
０
０
年
以
上
か
け

て
、
ゼ
ロ
か
ら
〝
独
自
の
農
業
〞
を
築

き
上
げ
て
き
た
十
勝
地
方
。言
う
ま
で

も
な
く
、そ
の
成
功
を
導
い
て
き
た
の

は
、こ
の
土
地
で
暮
ら
す
地
域
の
人
々

だ
。

　
彼
ら
の
農
業
に
か
け
る
思
い
、そ
し

て
、長
年
の
苦
労
を
乗
り
越
え
て
蓄
積

さ
れ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、開
発
途
上

国
の
農
業
の
発
展
に
も
生
か
せ
る
は

ず
―
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
帯
広
は
こ
う
し
た
考
え

の
下
、
地
元
の
大
学
や
農
業
関
連
機
関

な
ど
と
連
携
し
、
十
勝
を
舞
台
に
農
業

雑
木
林
か
ら

農
業
地
帯
に
発
展

分
野
の
研
修
を
数
多
く
実
施
。ア
ジ

ア
、中
南
米
、中
東
、ア
フ
リ
カ
な
ど
か

ら
年
間
約
１
０
０
人
の
研
修
員
が
訪

れ
、土
壌
診
断
、農
業
基
盤
整
備
、環
境

対
策
、Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
生
産

管
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
農

業
が
学
べ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　「
農
作
業
の
な
い
冬
こ
そ
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
大
事
な
ん
で
す
よ
」

　
分
厚
い
ダ
ウ
ン
に
身
を
包
み
、
地
元

農
家
の
箕
浦
邦
雄
さ
ん
の
話
に
耳
を

傾
け
て
い
る
の
は
、「
農
業
生
産
性
向

上
の
た
め
の
農
業
機
械
・
農
機
具
改

良
」
コ
ー
ス
の
研
修
員
た
ち
。１
月
か

ら
約
２
カ
月
間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
帯
広
が
帯

広
畜
産
大
学
と
協
働
で
実
施
す
る
こ

の
研
修
に
参
加
す
る
た
め
、
ケ
ニ
ア
と

ベ
ナ
ン
か
ら
や
っ
て
来
た
。

　
ア
フ
リ
カ
で
は
農
業
を
主
要
産
業

と
す
る
国
が
多
い
。し
か
し
、
未
だ
に

多
く
の
地
域
が
人
力
・
畜
力
に
依
存

し
た
農
業
で
、
適
切
な
農
地
の
利
用
や

効
果
的
な
農
作
業
が
行
わ
れ
て
い
な

い
の
が
現
実
だ
。コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
帯
広
畜
産
大
学
の
岸
本
正
准

教
授
は
「
農
業
機
械
や
農
機
具
は
、
栽

培
方
法
や
自
然
条
件
に
従
っ
て
改
良

を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。そ
の
方

法
を
、
十
勝
を
例
に
学
ん
で
も
ら
え
れ

ば
」と
話
す
。

　
こ
の
日
、
箕
浦
さ
ん
と
と
も
に
「
帯

広
百
年
記
念
館
」
を
訪
問
し
た
研
修
員

た
ち
。「
十
勝
に
機
械
が
導
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
５
０
年
代

以
降
。そ
れ
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
人
力

や
馬
に
頼
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
」。ま

ず
は
十
勝
が
歩
ん
で
き
た
農
業
の
歴

史
を
、
館
内
の
展
示
を
見
な
が
ら
じ
っ

く
り
と
学
ん
だ
。

　
今
か
ら
50
年
以
上
も
前
に
使
用
さ

れ
て
い
た〝
プ
ラ
ウ
〞を
片
手
に
、「
今

も
私
た
ち
は
こ
れ
と
同
じ
機
具
を
使

っ
て
い
ま
す
。で
も
土
が
ガ
チ
ガ
チ

で
、
す
ぐ
先
の
部
分
が
曲
が
っ
た
り
、

折
れ
た
り
し
て
し
ま
う
ん
で
す
」
と
話

す
ベ
ナ
ン
の
ア
タ
コ
ラ
・
ド
ン
ガ
地

区
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
の
ヤ
オ
・
ギ

ラ
ウ
ム
・
キ
ン
バ
さ
ん
。「
十
勝
も
同

じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
時
期

が
あ
る
。で
も
、
地
元
の
鍛
冶
屋
と
農

民
が
協
力
し
て
農
機
具
の
改
良
を
続

け
て
い
っ
た
ん
で
す
」
と
い
う
箕
浦
さ

ん
の
言
葉
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。

　
さ
ら
に
、
箕
浦
さ
ん
の
農
場
の
倉
庫

に
足
を
運
び
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ポ
テ
ト

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
な
ど
を
視
察
。「
十
勝

は
一
農
家
が
占
め
る
耕
地
面
積
が
広

大
。今
ま
で
馬
を
ひ
い
て
耕
し
て
い
た

の
が
、
機
械
の
導
入
に
よ
り
格
段
に
作

業
効
率
が
上
が
り
ま
し
た
」
と
箕
浦
さ

ん
。倉
庫
の
端
に
設
け
ら
れ
た
小
さ
な

作
業
場
に
は
鉄
板
や
工
具
が
並
べ
ら

れ
て
お
り
、「
ち
ょ
っ
と
し
た
修
理
は

自
分
で
や
っ
て
し
ま
い
ま
す
。や
ろ
う

と
思
っ
て
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
よ
」と
笑
顔
で
話
す
。「
彼
に
と
っ

て
、
機
械
も
含
め
て
す
べ
て
が
、
貴
重

な〝
ス
タ
ッ
フ
〞な
ん
で
す
ね
」と
ケ
ニ

ア
農
業
省
の
ド
ミ
ニ
ク
・
ム
ゴ
イ
ヤ
・

カ
ム
さ
ん
。「
国
を
代
表
し
て
、
十
勝
の

技
術
を
確
実
に
吸
収
し
て
伝
え
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

　「
も
ち
ろ
ん
、
十
勝
で
使
用
さ
れ
て

い
る
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
ア
フ
リ
カ
で

使
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。十
勝

の
人
た
ち
の
努
力
の
過
程
を
知
る
こ

と
で
、
ま
ず
は
自
国
の
農
業
を
見
つ
め

直
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
岸
本
先
生
は

期
待
す
る
。

　
十
勝
で
学
ん
だ
研
修
員
た
ち
が
リ

ー
ダ
ー
と
な
り
、
ア
フ
リ
カ
の
各
地
で

〝
ト
カ
チ
ス
ピ
リ
ッ
ト
〞
を
生
か
し
た

農
業
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
｜
。そ
れ

が
み
ん
な
の
願
い
だ
。

土
地
の
特
性
に
合
う

農
業
機
械
・
農
機
具
を
開
発

特集　地場産業
羽ばたけ、日本の底力

農業の発展過程を
アフリカへ

十 勝

from TOKACHI

ば
れ
い
し
ょ

アフリカの研修員にとって、真冬の北海道での研修は過酷。かじかんだ
手で、懸命にメモを取っていた

収穫した農産物を保管する倉庫。温度管理の機械について学ぶ

北海道
十勝

日本随一の農業地帯として知られる、北海道の十勝地方。
明治時代の開拓以降、地域の人々によって改良・蓄積されてきた

農業の技術や専門知識を学ぶため、
開発途上国から多くの研修員が訪れている。
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たくさんのお惣菜が並ぶ
ランチバイキング。大山
町ではさまざまな“付加
価値”に挑戦している

木の花ガルテンでは、何百種類もの農産物や加工品を販売。それぞれ
のウリが、生産者によりアピールされている

　
　
　
　
　
　
　

　「
梅
栗
植
え
て
ハ
ワ
イ
に
行
こ
う
！
」

　
今
か
ら
50
年
前
、
こ
の
一
風
変
わ
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
日
本
に
一
大
旋

風
を
巻
き
起
こ
し
た
地
域
が
あ
る
。大

分
県
日
田
市
大
山
町
―
。博
多
か
ら
特

急
で
約
１
時
間
半
、
バ
ス
で
い
く
つ
も

の
山
を
く
ぐ
り
抜
け
て
た
ど
り
着
く
小

さ
な
町
は
、
１
９
６
１
年
か
ら
始
ま
っ

た
住
民
運
動
に
よ
り
、
活
力
あ
ふ
れ
る

土
地
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
町
内
の
耕
地
面
積
は
、
わ
ず
か
３
６

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。山
間
で
気
候
に
も
土

地
に
も
恵
ま
れ
ず
、
当
時
政
府
が
推
進

し
て
い
た
コ
メ
の
大
量
生
産
も
で
き
な

い
。そ
ん
な
町
が
、一
地
域
と
し
て
生
き

残
っ
て
い
く
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か

―
。地
域
の
人
々
は
模
索
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
町
役

場
と
農
協
だ
っ
た
。農
業
に
は
不
利
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
た
特
性
を
逆
手
に
取

り
、「
限
ら
れ
た
狭
い
土
地
で
も
で
き
る

高
さ
や
幅
を
求
め
た
高
次
元
農
業
」
へ

と
転
換
。梅
や
栗
な
ど
の
果
樹
栽
培
を

推
進
す
る
第
一
次
「
Ｎ
Ｐ
Ｃ
運
動
※
」
が

始
ま
っ
た
。そ
の
後
、
ス
モ
モ
、
エ
ノ
キ

ダ
ケ
、ハ
ー
ブ
、ク
レ
ソ
ン
な
ど
町
を
代

表
す
る
農
産
物
が
生
み
出
さ
れ
、
さ
ら

に
付
加
価
値
を
付
け
る
べ
く
、
梅
干
し

や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
製
品
の
生
産
に

コ
メ
か
ら
果
樹
へ

農
村
開
発

も
着
手
す
る
こ
と
で
、
県
内
で
最
も
低

か
っ
た
所
得
レ
ベ
ル
が
上
昇
。見
事
、
地

域
再
生
を
実
現
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
に
目
を
付

け
た
の
が
、当
時
、大
分
県
知
事
を
務
め

て
い
た
平
松
守
彦
氏
。「
政
府
主
導
で
は

な
く
、
住
民
が
主
役
と
な
れ
る
ま
ち
づ

く
り
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」。そ
う
考

え
て
い
た
平
松
氏
は
80
年
、①
ロ
ー
カ

ル
に
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
、②
自
主
自
立
・

創
意
工
夫
、③
人
づ
く
り
を
三
本
柱
に

据
え
、
大
分
県
全
域
で
「
一
村
一
品
運

動
」
を
ス
タ
ー
ト
。世
界
に
も
通
用
す

る
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
〝
一
品
〞づ

く
り
に
向
け
た
住
民
た
ち
の
挑
戦
を
県

が
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
３
０
０
種

以
上
も
の
特
産
品
が
誕
生
。ま
ち
づ
く

り
の
先
進
地
域
と
し
て
、
世
界
に
そ
の

名
を
知
ら
し
め
た
。

　
産
業
に
乏
し
か
っ
た
大
分
の
地
方
部

に
、〝
地
域
力
〞
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
一

村
一
品
運
動
。住
民
の
主
体
性
、
ア
イ
デ

ア
を
存
分
に
生
か
し
た
こ
の
手
法
が
、

今
、
開
発
途
上
国
に
も
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
マ
ラ
ウ
イ
を
皮
切
り

に
、ア
フ
リ
カ
、ア
ジ
ア
、中
南
米
で
、一

村
一
品
運
動
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
開
発
を
支
援
。日
本
の
取
り
組
み
を

見
て
も
ら
お
う
と
、年
数
回
、大
分
で
も

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
年
１
月
に
は
、コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
15

人
の
研
修
員
が
来
日
。現
在
、
J
I
C
A

が
支
援
し
て
い
る
一
村
一
品
運
動
の
12

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
の
代
表
者
と
そ
の

活
動
を
支
え
る
行
政
機
関
の
担
当
者
た

ち
が
、
現
地
視
察
や
事
例
研
究
、
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
作
り
な
ど
を
通
し
て
、大
分

の
現
場
で
展
開
さ
れ
て
い
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
開
発
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
こ
の
日
は
、
大
山
町
が
90
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
里
の
駅
「
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
」

を
視
察
。地
元
の
農
協
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
る
こ
の
施
設
は
、
各
農
家
の
努

力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た〝
逸
品
〞を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
場
。農
家
が
自
分
た

ち
の
基
準
で
考
え
、
販
売
で
き
る
場
所

を
、
大
山
町
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
主
体
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
。

　「
生
産
者
が
値
段
を
決
め
ら
れ
る
。直

売
な
の
で
、
ス
ー
パ
ー
に
卸
す
よ
り
も

収
益
が
高
い
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
、
住
民

た
ち
の〝
挑
戦
〞の
受
け
皿
に
も
な
っ
て

い
ま
す
」
と
大
山
町
農
業
協
同
組
合
の

三
苫
文
人
さ
ん
は
説
明
す
る
。コ
ロ
ン

ビ
ア
北
西
部
の
町
、
サ
ン
・
ビ
セ
ン
テ

の
女
性
組
合
の
ソ
ル
・
ゴ
ナ
レ
ズ
・
ド

ゥ
ケ
さ
ん
は
、「
私
た
ち
も
麻
を
使
っ
た

雑
貨
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
う
ま
く
販

路
が
開
拓
で
き
て
い
な
い
。こ
の
よ
う

な
施
設
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た
」
と
感

心
し
て
い
た
。

　
ま
た
併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
地

域
の
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ラ
ン

チ
バ
イ
キ
ン
グ
を
提
供
。「
ど
れ
も
地
域

の〝
お
ば
ち
ゃ
ん
〞が
作
っ
た
家
庭
料
理

で
す
よ
」。三
苫
さ
ん
は
そ
う
笑
う
が
、

こ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
こ
そ
一
流
の
料

理
人
。地
域
の
素
材
を
、
最
も
新
鮮
で
お

い
し
い
状
態
で
提
供
す
る
術
を
知
っ
て

い
る
。

　
そ
し
て
午
後
に
は
、
隣
町
の
天
瀬
町

に
あ
る
女
性
組
織
「
畦
道
グ
ル
ー
プ
食

品
加
工
組
合
」を
訪
問
し
、
77
年
か
ら
製

造
さ
れ
て
い
る
〝
畦
道
の
か
り
ん
と
う
〞

の
誕
生
秘
話
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

「
私
に
と
っ
て
の
〝
一
品
〞
は
お
母
さ
ん

の
味
だ
っ
た
」
と
渡
辺
晃
子
代
表
理
事
。

「
失
敗
を
恐
れ
て
い
た
ら
何
も
で
き
ま

せ
ん
よ
」
と
研
修
員
に
エ
ー
ル
を
送
る
。

そ
ん
な
元
気
な
女
性
た
ち
の
姿
に
、
彼

ら
も
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
よ
う
だ
。

　
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
三
好
皓
一
教
授

は
、「
ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
の

概
念
、仕
組
み
を
し
っ
か
り
と
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
。そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
や
地
域
に
合
っ
た
一
村
一
品
運
動
を

展
開
し
て
も
ら
い
た
い
」と
期
待
す
る
。

　「
今
回
の
参
加
者
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
と
な
っ
て
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
独
自
の
〝
一
村
一
品
運
動
〞

が
実
現
で
き
れ
ば
」
と
農
業
地
方
開
発

省
の
マ
リ
ア
・
ア
ギ
レ
ラ
・
オ
ス
ピ
ナ

さ
ん
。彼
ら
が
自
国
に
戻
っ
て
〝
逸
品
づ

く
り
〞に
奮
闘
す
る
姿
を
、
大
分
の
人
々

も
見
守
っ
て
い
る
。

住
民
の
創
意
工
夫
で

町
の〝
逸
品
づ
く
り
〞を

※大山町のまちづくり政策の呼称。第一次は、New Plum and Chestnuts
（梅と栗による所得の追及）の頭文字を取っていたが、その後、第二次でNeo 
Personality Combination（豊かな人づくり）、第三次でNew Paradise 
Community（住みよい環境づくり）へと進化している。

特集　地場産業
羽ばたけ、日本の底力

天瀬町の山奥にある小さなかりんとう工場は、組合設立メン
バーで借金をして建てたもの。「当時、女性が借金をすると
いうのは大変なことでした」と渡辺さん（左）

一
村
一
品
で

コ
ロ
ン
ビ
ア
に

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を

　ウガンダでも数年前から「一村一品運動」に
取り組んでいます。もちろん、これまでも国内各
地に特産物はありましたが、それらの生産は個
人的に行われており、コミュニティーや地域全
体での取り組みになっていませんでした。そんな
時、アフリカでマラウイが「一村一品運動」の導
入に成功したことを知り、私たちも彼らに習い、
3つの県でパイロット事業を開始しました。
　しかし、何事においても新しい事業を開始す
るのは容易ではありません。ですから私は、一村
一品の実践の“コツ”をつかむためにも、一度、そ
の発祥の地である大分に足を運ぶ必要がある
と思っていました。
　そして昨年12月、ついにその機会に恵まれま
した。感想はただ一言、本当に素晴らしかった。
頭では理解していたつもりでしたが、大山町など

「一村一品のコツをつかんだ大分訪問」
ウガンダ産業省次官　ジュリアス・オネンさん

に行って、「ああ、
こういうことだった
のか」とすべてに納
得がいきました。自治体
や農協のリーダーシップ、まちづくりにかける思
い、そして住民のやる気や創造力…。これらの
絶妙なコラボレーションがあったからこそ、一村
一品運動が世界的なブランドにまでなったのだ
と確信しました。
　最大の成功の秘訣は、やはり“人”ですね。大
分の人たちは皆、地域に誇りを持ち、特にお年
寄りが、本当に生き生きと輝いています。ウガン
ダにも地域の活性化に意欲的な住民はたくさ
んいる。彼らのポテンシャルを引き出すために、
私たち政府ができることは何か。まずはそこから
しっかりと考えていきたいと思います。

コロンビア

大分県

日
本
の
ま
ち
づ
く
り
の
先
駆
け
と
し
て
知
ら
れ
る
、
大
分
県
の
一
村
一
品
運
動
。

住
民
主
体
で
地
域
の
魅
力
を
発
掘
す
る
こ
の
取
り
組
み
は
、

開
発
途
上
国
の
地
域
開
発
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

大 分

from OITA
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南
北
に
延
び
る
ベ
ト
ナ
ム
の
国
土
を
、
縦
に

貫
く
国
道
１
号
線
。
北
部
の
首
都
ハ
ノ
イ
か
ら
、

南
部
の
大
都
市
ホ
ー
チ
ミ
ン
ま
で
バ
ス
で
約
30

時
間
、
お
よ
そ
１
８
０
０
キ
ロ
の
道
の
り
だ
。

そ
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
中
部
ク
ァ
ン
ナ
ム
省
ビ

ン
ア
ン
村
の
国
道
沿
い
に
２
０
１
０
年
１
月
、

「
ビ
ン
ア
ン
道
の
駅
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　「
今
の
と
こ
ろ
は
、
食
堂
と
休
憩
施
設
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
仮
眠
室
だ
け
で
す
が
、
国
道
１
号

線
は
交
通
量
が
多
く
事
故
が
多
発
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
沿
線
に
は
同
様
の
施
設
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
集
客
と
交
通
安
全
の
両
面

で
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
」

　
そ
う
話
す
の
は
、
千
葉
県
南
房
総
市
の
企
画

部
長
・
加
藤
文
男
さ
ん
。
全
国
道
の
駅
コ
ン
ク

ー
ル
「
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
0
0
」
で
同

市
の
道
の
駅
「
と
み
う
ら
枇
杷
倶
楽
部
」
を
日

本
一
に
導
い
た
、
初
代
駅
長
だ
。

　
そ
ん
な〝
道
の
駅
エ
キ
ス
パ
ー
ト
〞の
加
藤
さ

ん
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
「
ビ
ン
ア
ン
道
の
駅
」
の

開
設
を
支
援
す
る
日
本
の
団
体
か
ら
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
は
07

年
。
現
地
の
人
々
と
と
も
に
奮
闘
を
続
け
、
見

事
、
約
２
年
か
け
て
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
後
、
こ
の
道
の
駅
を
さ
ら
に
活
性

化
す
べ
く
、
今
度
は
南
房
総
市
が
地
域
ぐ
る
み

で
、
J
I
C
A
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
「
南

房
総
の
『
道
の
駅
』
の
知
見
を
生
か
し
た
住
民

参
加
に
よ
る
地
域
振
興
」
を
開
始
。
加
藤
さ
ん

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
定
期
的
に

現
地
を
訪
れ
、
ア
ド
バ
イ
ス
に
当
た
る
。
道
の

駅
を
地
域
の
農
産
物
の
集
荷
・
販
売
・
配
送
の

拠
点
と
し
、
生
活
が
苦
し
い
人
々
が
多
い
ビ
ン

ア
ン
村
と
そ
の
周
辺
地
域
の
農
家
の
収
入
を
向

上
さ
せ
、
自
立
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
目
的
だ
。

　「
最
近
、
周
辺
の
ホ
テ
ル
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

か
ら
、
地
元
産
の
野
菜
を
欲
し
い
と
い
う
声
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
農
民
が
自
分
の

畑
で
収
穫
し
た
作
物
を
仲
買
人
が
買
い
集
め
、

近
郊
の
市
場
で
販
売
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、

将
来
的
に
は
農
民
自
ら
品
質
の
標
準
化
な
ど
を

進
め
な
が
ら
、〝
安
心
野
菜
〞と
し
て
の
地
域
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

　「
と
み
う
ら
枇
杷
倶
楽
部
」
の
あ
る
旧
富
浦

町
（
06
年
に
南
房
総
市
に
合
併
）
は
房
総
半
島

南
西
部
に
位
置
し
、
枇
杷
や
草
花
な
ど
を
特
産

品
と
す
る
人
口
約
５
７
０
０
人
の
地
域
。
１
９

７
０
年
代
ま
で
は
海
水
浴
客
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
が
徐
々
に
過
疎
化
が
進
み
、
90
年
代
初

頭
に
は
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
や
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
の
影
響
で
、
農
業
や
観
光
業
と
い
っ
た

基
幹
産
業
が
衰
退
す
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
打

開
策
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
が
「
と
み
う
ら
枇

杷
倶
楽
部
」。
道
行
く
人
々
の
「
休
憩
施
設
」、

歴
史
や
文
化
、
観
光
情
報
な
ど
を
伝
え
る
「
情

報
発
信
基
地
」
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
地
元
の

人
が
作
る
特
産
品
の
販
売
な
ど
を
通
じ
た
『
地

域
振
興
の
拠
点
』
と
し
て
、
地
元
を
挙
げ
て
設

置
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
千
葉
県
初

の
試
み
の
指
揮
を
執
っ
た
の
が
、
駅
長
の
加
藤

さ
ん
だ
っ
た
。

　
92
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
す
ぐ
に
取
り
か

か
っ
た
の
が
、
市
場
に
は
出
せ
ず
廃
棄
し
て
い

た
、
出
荷
規
格
外
の
枇
杷
を
加
工
し
た
商
品
の

開
発
だ
。
ジ
ャ
ム
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
健
康

茶
と
い
っ
た
40
品
目
以
上
の
ア
イ
デ
ア
製
品
を

次
々
と
作
り
出
し
、
地
元
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

県
外
か
ら
も
人
気
を
集
め
た
。
ま
た
旅
行
会
社

と
と
も
に
、
農
業
体
験
や
民
宿
で
の
食
事
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
な

ど
し
て
、
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
に

成
功
。
さ
ら
に
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立

ち
上
げ
て
南
房
総
の
観
光
情
報
を
発
信
す
る
な

ど
、
地
元
の
農
家
や
商
店
、
観
光
関
連
の
事
業

者
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
地
域
振
興
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
そ
う
し
た
地
道
な
努
力
が
実
を
結
び
、

か
つ
て
は
年
間
20
万
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
旧

富
浦
町
の
訪
問
者
が
１
０
０
万
人
を
超
え
、「
と

み
う
ら
枇
杷
倶
楽
部
」
の
年
商
も
６
億
円
に
達

す
る
な
ど
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
大
き
く
貢

献
し
た
。
04
年
に
は
、
地
元
に
根
を
張
っ
た
長

年
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
国
土
交
通
省
が
認
定

す
る
「
観
光
カ
リ
ス
マ
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
。

　
そ
ん
な〝
成
功
の
秘
訣
〞を
学
ぼ
う
と
、
２
０

１
０
年
11
月
に
は
「
ビ
ン
ア
ン
道
の
駅
」
の
支

配
人
や
農
協
組
合
長
ら
３
人
が
J
I
C
A
研
修

員
と
し
て
旧
富
浦
町
を
訪
問
し
て
い
る
。
の
ど

か
な
田
園
に
囲
ま
れ
た
ビ
ン
ア
ン
村
と
そ
れ
ほ

ど
変
わ
ら
な
い
環
境
を
目
に
し
て
、「
自
分
た

ち
に
も
や
れ
る
。
き
っ
と
で
き
る
」
と
自
信
を

つ
け
た
様
子
だ
っ
た
と
い
う
。

　「
大
切
な
の
は
施
設
を
設
け
る
こ
と
よ
り
も
、

地
域
振
興
の
た
め
の
機
能
。
そ
し
て
地
域
住
民

が
〝
自
分
た
ち
の
誇
り
〞と
感
じ
ら
れ
る
場
を

作
り
出
す
こ
と
。『
と
み
う
ら
枇
杷
倶
楽
部
』

で
私
た
ち
が
何
よ
り
重
視
し
て
き
た
そ
の
心
を

持
ち
続
け
れ
ば
、
き
っ
と
う
ま
く
い
く
は
ず
で

す
」

　
そ
ん
な
加
藤
さ
ん
は
、
道
の
駅
を
「
地
域
を

映
す
鏡
」
と
も
表
現
す
る
。
道
の
駅
で
人
々
が

生
き
生
き
と
働
い
て
い
る
姿
こ
そ
、
地
域
全
体

が
活
力
に
満
ち
て
い
る
証
し
だ
か
ら
だ
。
地
元

を
誰
よ
り
も
愛
し
、
道
の
駅
と
と
も
に
12
年
間

奔
走
し
て
き
た
加
藤
さ
ん
。
そ
の
挑
戦
は
、
ベ

ト
ナ
ム
の
地
で
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

地
域
活
性
へ
の
貢
献
で

「
観
光
カ
リ
ス
マ
百
選
」に

「地元の誇りを感じられる『道の駅』をつくりたい」

ベ
ト
ナ
ム
の
国
道
１
号
線
に

「
道
の
駅
」が
オ
ー
プ
ン

道の駅「とみうら枇杷倶楽部」初代駅長
KATO Fumio

加藤文男さん
「とみうら枇杷倶楽部」の特産品コーナー内
で、新発売の枇杷ドーナツの出来を確かめる
加藤さん。枇杷を使った商品はこの地域の
名産として、観光客から幅広い人気を誇る

ゲンバの風
第 24 回

2010年1月、「ビンアン道の駅」の
落成記念式典に出席し、地元メデ
ィアの取材を受ける加藤さん（左）。
「地域住民にとっての誇りとなる施
設になれる」とエールを送った

かとう・ふみお
1950年千葉県生まれ。高校卒業後、安房郡富浦町（現南房総
市）役場に就職。91年観光・企画課長、92年道の駅「とみうら枇杷
倶楽部」駅長、2003年富浦町役場総務課長。道の駅での功績が
認められ、04年国土交通省「観光カリスマ百選」に認定。09年4月
より現職。2010年10月から、JICA草の根技術協力事業「南房総
の『道の駅』の知見を活かした住民参加による地域振興」のプロジ
ェクトリーダーを務める。

地元の名産などを取りそろえ、訪問客に地域の魅力を伝える「道の駅」。
千葉県南房総市の道の駅の初代駅長として、地域活性化を支えてきた加藤文男さんが、
現在、ベトナムの農村でその経験を伝えている。
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草花は、枇杷と並ぶ南房総市の特産品。道の駅
も年間を通して花に囲まれ、訪れる人々の目を楽し
ませる

初来日し、千葉県内の道の駅を視察するビンアン
村の研修員。陳列方法など商品のより良い“見せ
方”についても学んだ

千葉県
南房総市

ビンアン村近郊の市場で売
られる花や野菜。品質保持
と食の安全、農民所得の向
上のためにも、今後は道の
駅を拠点とした販路の拡大
が求められる

ベトナム
クァンナム省



　
文
明
開
化
真
っ
盛
り
の
明
治
20
年（
１

８
８
７
年
）、日
本
の
玄
関
口
と
し
て
急
速

な
発
展
を
遂
げ
て
い
た
港
町
・
横
浜
に
、国

内
初
と
な
る
近
代
水
道
が
誕
生
し
た
。近

代
水
道
と
は
、ろ
過
し
て
き
れ
い
に
な
っ
た

水
に
ポ
ン
プ
で
圧
力
を
か
け
、水
道
管
を

通
し
て
蛇
口
ま
で
送
り
出
す
と
い
う
も

の
。河
川
な
ど
の
水
を
そ
の
ま
ま
配
水
し

て
い
た
そ
れ
ま
で
の
方
法
よ
り
衛
生
的
で
、

当
時
流
行
し
て
い
た
コ
レ
ラ
の
発
生
が
激

減
す
る
な
ど
、人
々
の
生
活
環
境
は
大
き

く
改
善
さ
れ
た
。

　
そ
れ
か
ら
１
２
０
年
余
り
。現
在
、横
浜

市
水
道
局
は
約
３
７
０
万
人
も
の
市
民
の
も

と
へ
、安
全
で
お
い
し
い
水
を
届
け
て
い
る
。

　
そ
の
横
浜
市
水
道
局
が
１
０
０
％
出
資

す
る「
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会
社
」が
設

立
さ
れ
た
の
は
２
０
１
０
年
７
月
の
こ
と
。

長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
技
術
や

経
験
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、国
内
外
の
水

道
事
業
者
・
団
体
が
抱
え
る
課
題
の
解
決

に
貢
献
し
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
利
益
を
横

浜
市
へ
と
還
元
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
だ
。

横
浜
市
水
道
局
か
ら
人
材
や
研
修
施
設

な
ど
の
提
供
を
受
け
、主
に
国
内
外
の
水

道
事
業
体
や
企
業
を
対
象
と
し
た
研
修

を
実
施
し
、水
運
用
や
漏
水
調
査
な
ど
の

水
道
技
術
を
指
導
す
る
。そ
の
対
価
が
同

社
か
ら
水
道
局
へ
と
支
払
わ
れ
る
と
い
う

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
会
社
設
立
の
背
景
に
は
、水
道
施
設
の

維
持
管
理
に
十
分
対
応
で
き
て
い
な
い
事

業
体
が
あ
る
と
い
う
国
内
外
の
状
況
、そ

し
て
日
本
の
経
済
状
況
が
厳
し
い
中
で
財

政
基
盤
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
い
う
横

浜
市
側
の
思
い
が
あ
る
。

　「
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
目
指
す
も
の
は
、

ま
さ
に〝
発
展
性
〞に
あ
る
の
で
す
」

　
そ
う
話
す
の
は
、商
社
時
代
の
豊
富
な

海
外
事
業
経
験
が
評
価
さ
れ
、同
社
社
長

に
就
任
し
た
五
十
川
健
郎
さ
ん
。「
横
浜

市
水
道
局
で
は
、取
水
か
ら
給
水
、料
金
徴

収
に
至
る
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
を
直
営
で
実

施
し
て
お
り
、水
道
事
業
の
運
営
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
豊
富
に
持
っ
て
い
ま
す
。し

か
し
、水
道
局
が『
協
力
』で
は
な
く『
事

業
』と
し
て
国
内
外
の
水
道
事
業
者
な
ど

に
こ
れ
ら
を
提
供
す
る
こ
と
は
法
律
的
に

も
難
し
い
。株
式
会
社
化
す
れ
ば
、こ
れ
ま

で
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
受
注
で
き

る
よ
う
に
な
り
、そ
れ

が
横
浜
市
は
も
ち
ろ

ん
、
他
の
水
道
事
業

者
、そ
し
て
途
上
国
の

た
め
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
」

　
海
外
を
視
野
に
入

れ
、横
浜
市
水
道
局

と
の
二
人
三
脚
で
新

た
な
挑
戦
を
開
始
し

た
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
株

式
会
社
。
実
は
横
浜

市
水
道
局
時
代
か

ら
、途
上
国
の
研
修
員

を
受
け
入
れ
て
き
た

と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　
横
浜
市
水
道
局

は
、87
年
か
ら
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
途

上
国
か
ら
研
修
員
の

受
け
入
れ
を
独
自
に

開
始
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研

修
員
受
入
事
業
に
も
職
員
を
講
師
と
し
て

派
遣
す
る
な
ど
、協
力
し
て
き
た
。そ
し
て

２
０
０
３
年
か
ら
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
と
連

携
し
、都
市
給
水
分
野
の
研
修
員
を
受
け

入
れ
た
り
、職
員
を
専
門
家
と
し
て
ア
ジ

ア
各
国
に
派
遣
す
る
な
ど
、そ
の
取
り
組

み
を
本
格
化
さ
せ
て
き
た
。

　
２
０
１
１
年
１
月
下
旬
、横
浜
市
港
北

区
に
あ
る
水
道
局
の
施
設「
菊
名
ウ
ォ
ー
タ

ー
プ
ラ
ザ
」内
の
一
室
に
、東
南
ア
ジ
ア
６

カ
国
か
ら
来
た
水
道
事
業
者
の
幹
部
13
人

が
集
ま
っ
て
い
た
。横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
受

け
入
れ
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
の
研
修「
ア
ジ

ア
地
域
上
水
道
事
業
経
営
・
人
材
育
成
セ

ミ
ナ
ー
」（
囲
み
記
事
参
照
）の
参
加
者
だ
。

　「
利
用
者
に
心
か
ら
信
頼
さ
れ
る
た
め

に
必
要
な
も
の
―
。そ
れ
は
、ト
ッ
プ
か
ら

現
場
の
配
管
工
に
至
る
ま
で
、す
べ
て
の
水

道
局
職
員
が〝
水
の
親
善
大
使
〞と
し
て
の

マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
で

す
」。講
師
を
務
め
た
元
横
浜
市
水
道
局

職
員
の
話
に
、「
水
道
事
業
を
円
滑
に
運
営

す
る
た
め
に
は
、常
に
利
用
者
の
声
を
聞

く
姿
勢
が
大
切
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。一
人
一
人
が
そ
う
し
た
意
識
を
持
て
る

よ
う
、こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
て

い
き
た
い
」と
話
す
の
は
、タ
イ
地
方
水
道

公
社
副
局
長
の
キ
チ
ャ
ワ
ン・ラ
タ
ナ
さ
ん
。

　
日
本
の
近
代
水
道
発
祥
の
地
と
し
て
知

ら
れ
る
横
浜
だ
が
、そ
の
創
設
に
は
、最
新

の
水
道
技
術
を
伝
え
た
一
人
の
英
国
人
土

木
技
師
が
大
き
く
貢
献
し
た
。「
今
度
は

自
分
た
ち
が
他
国
に
恩
返
し
を
す
る
番
で

す
」と
五
十
川
さ
ん
。「
将
来
的
に
は
途
上

国
の
水
道
事
業
全
体
を
請
け
負
う
よ
う
な

〝
水
ビ
ジ
ネ
ス
〞へ
の
参
画
も
進
め
て
い
き
た

い
。そ
れ
が
各
国
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

水
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
れ
ば
」と
期
待

を
覗
か
せ
る
。

　「
お
い
し
い
！
」

　
横
浜
の
水
道
水
を
口
に
し
た
外
国
人
の

多
く
が
そ
う
驚
く
。そ
ん
な
安
全
で
お
い

し
い
水
を
生
み
出
す
横
浜
の
水
道
技
術

が
、世
界
各
地
の
都
市
部
へ
広
ま
ろ
う
と
し

て
い
る
。

世
界
に
広
が
れ

水
の
親
善
大
使

横浜ウォーター株式会社
国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

2010年11月には、JICA
の研修「中央アジア地域
中小規模都市給水」を受
け入れた横浜ウォーター。
漏水探知機で、排水管から
の漏水の有無を確認する

「アジア地域上水道事
業経営・人材育成セミナ
ー」で、熱心に講義に耳
を傾ける研修員「アジア地域上水道事業経営・人材育成セミナー」で、京都市の鳥羽水環境保全センターを訪れた東

南アジア地域の研修員。横浜ウォーターの研修では、さまざまな水道事業の事例を学ぶべく、横浜市以
外の自治体への視察も組み込んでいる

蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

国
内
外
へ
還
元
し
た
い

日本近代水道発祥の地で、
長年、水道事業の安定的な運営と安全な水の供給に努めてきた横浜市水道局。

その中で培われた技術力や経験をビジネスとして国内外に還元するという
新たな取り組みが今、注目されている。

アジアの安全な水道を横浜から

2010年1月、横浜市はJICAとともに、各国の水道事業
の経験を学び合うことを目的とした「アジア地域上水道
事業幹部フォーラム」を開催。アジア9カ国の上水道事
業者の幹部や政府関係者が集まり、「健全な水道事業
経営」「水質管理」など、途上国が抱える課題について
3日間にわたる議論が行われ、その成果が「横浜フォー
ラム宣言」としてまとめられた。今年1月に実施された「ア
ジア地域上水道事業経営・人材育成セミナー」は、同フ
ォーラムの議論を受け、横浜の水道技術の移転と各国
事業者間のさらなる対話の促進を目的に実施されたも
のだ。

横浜発、都市給水の
経験を伝える株式会社

横浜市

神奈川県
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　「
わ
ぁ
、暑
い
！
」

　
成
田
空
港
か
ら
空
路
で
約
６
時
間
、ベ
ト

ナ
ム
最
大
の
商
業
都
市
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
。飛
行

機
の
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
た
瞬
間
、も
わ
っ
と
生

温
か
い
空
気
が
肌
に
触
れ
る
。

　「
や
っ
ぱ
り
日
本
と
違
う
な
あ
」

　
生
ま
れ
て
初
め
て
の
海
外
―
。
言
葉
で
は

表
現
で
き
な
い
感
動
と
興
奮
で
息
を
弾
ま
せ

て
い
る
の
は
、北
海
道
千
歳
北
陽
高
等
学
校

の
生
徒
た
ち
。〝
道
産
子
〞で
あ
る
彼
ら
に
と

っ
て
、東
南
ア
ジ
ア
の
暑
さ
は
一
段
と
こ
た
え

る
よ
う
。し
か
し
今
日
か
ら
、待
ち
に
待
っ
た

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
始
ま
り
だ
。

　
新
千
歳
空
港
か
ら
程
近
い
所
に
あ
る
千
歳

北
陽
高
校
は
、道
内
で
も
先
立
っ
て
、開
発

途
上
国
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て

い
る
。き
っ
か
け
は
、創
立
30
周
年
を
迎
え
た

２
０
０
２
年
、〝
北
陽
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
〞と
称
し

て
始
ま
っ
た
学
校
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。よ

り
良
い
教
育
活
動
を
実
現
す
べ
く
、通
常
の

授
業
以
外
に
も
、千
歳
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
マ
ラ
ソ
ン

へ
の
全
校
参
加
、沖
縄
へ
の
体
験
型
見
学
旅

行
な
ど
の
課
外
活
動
を
積
極
的
に
導
入
。そ

の
一
つ
が
、途
上
国
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
だ

っ
た
。「
千
歳
と
い
う〝
地
域
〞か
ら
、〝
世
界
〞

の
人
々
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
の
で
き
る
人

間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」。そ
ん
な
先
生
た
ち
の

思
い
が
あ
っ
た
。

　
訪
問
国
は
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
。約
１

週
間
、現
地
の
孤
児
院
や
小
学
校
、博
物
館

第23 回

地球号の
子どもたち

な
ど
を
視
察
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い

る
。
参
加
者
は
毎
年
春
、２
〜
３
年
生
を
対

象
に
募
集
を
行
い
、作
文
と
面
接
を
通
じ
て

５
人
を
選
考
。
渡
航
前
の
数
カ
月
間
は
、現

地
で〝
学
び
た
い
こ
と
〞を
明
確
に
す
る
た

め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
札
幌
が
行
う「
高
校
生
国
際
協

力
実
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」へ
の
参
加
な
ど
を
通

じ
て
、み
っ
ち
り
と
事
前
学
習
を
行
う
。

　「
将
来
の
夢
が
保
育
士
な
の
で
、世
界
の

子
ど
も
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
問
題
を
こ
の

目
で
確
か
め
た
か
っ
た
」と
３
年
生
の
藤
井
は

る
か
さ
ん
。「
で
も
実
際
に
行
っ
て
み
て
、完

全
に
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
り
ま
し
た
」と
話
す
。

テ
レ
ビ
の
映
像
か
ら
は
分
か
ら
な
い
現
実
―
。

貧
し
く
て
か
わ
い
そ
う
な
だ
け
で
は
な
い
。そ

こ
に
は
、安
全
な
飲
み
水
も
十
分
に
な
い
、過

酷
な
環
境
に
あ
り
な
が
ら
も
、た
く
ま
し
く

生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
っ
た
。

　
「
さ
ぁ
、み
ん
な
で
折
り
紙
を
し
ま
し
ょ

う
！
」

　
こ
の
９
年
間
、ベ
ト
ナ
ム
で
は
毎
年
同
じ
小

学
校
を
訪
問
。そ
れ
故
に
、現
地
の
人
も
彼

ら
が
来
る
の
を
毎
回
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
。

昨
年
は
、５
人
の
生
徒
が〝
先
生
〞と
な
っ
て
、

ベ
ト
ナ
ム
の
子
ど
も
た
ち
を
前
に
授
業
に
挑

戦
。
言
葉
も
通
じ
な
い
中
で
、た
っ
た
一
人
、

教
室
に
放
り
込
ま
れ
た
生
徒
た
ち
―
。戸
惑

い
な
が
ら
も
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
書
道
、手
品

や
折
り
紙
な
ど
、準
備
し
て
き
た
内
容
を
一
生

懸
命
披
露
し
た
。〝
積
極
性
〞や〝
発
想
力
〞

を
養
う
こ
と
も
、旅
の
目
的
の
一
つ
な
の
だ
。

　
一
方
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、か
の
有
名
な
世

界
遺
産
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
に
圧
倒
さ
れ
た
生

徒
た
ち
。と
同
時
に
、地
雷
博
物
館
で
目
に

し
た〝
大
き
な
鉄
の
塊
〞は
、彼
ら
の
心
に
大

き
な
衝
撃
を
与
え
た
。「
こ
の
現
実
を
伝
え

る
の
は
自
分
た
ち
の
役
割
」と
い
わ
ん
ば
か
り

に
ガ
イ
ド
の
説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、そ

の
悲
劇
の
歴
史
を
一
つ
一
つ
胸
に
刻
ん
だ
。

　
さ
ら
に
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
の
町
シ
ェ
ム
リ

ア
ッ
プ
で
は
、青
年
海
外
協
力
隊
の
富
永
典

子
さ
ん
が
活
動
す
る
小
学
校
も
訪
問
。「
単

な
る〝
交
流
〞に
終
わ
ら
ず
、〝
国
際
協
力
〞の

要
素
を
入
れ
た
か
っ
た
」と
宮
前
邦
夫
校
長

は
話
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
先
を
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
に
組
み
込
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
２
年

前
。
生
徒
た
ち
か
ら
は「
途
上
国
で
活
動
し

て
い
る
日
本
人
に
刺
激
を
受
け
た
」と
い
う

声
が
次
々
に
上
が
る
。
将
来
の
夢
の
一
つ
に
、

〝
協
力
隊
〞が
加
わ
っ
た
子
も
い
た
よ
う
だ
。

　
帰
国
後
は
、校
内
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
の

人
た
ち
に
対
し
て
も
報
告
会
を
実
施
す
る
。

「
最
初
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
子
も
、見
違

え
る
よ
う
に
ハ
キ
ハ
キ
と
発
表
し
て
い
る
。現

地
で
感
じ
、伝
え
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

か
ら
で
し
ょ
う
ね
。
私
た
ち
教
員
も
共
に
学

ん
で
い
き
た
い
」と
担
当
の
都
築
圭
吾
先
生

は
話
す
。そ
し
て「
10
年
目
を
迎
え
る
今
年

は
、こ
の
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
」と
宮
前
校
長
。４
月
か
ら
は
新
た
な
選
択

科
目
と
し
て「
国
際
協
力
と
東
南
ア
ジ
ア
」

を
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
長
い
人
生
の
中
で
、た
っ
た
８
日
間
の
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、生
徒

た
ち
に「
価
値
観
が
変
わ
っ
た
」と
言
わ
し
め

る
ほ
ど
の
貴
重
な
体
験
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
確
か
だ
。「
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
た

ち
と
出
会
い
、僕
た
ち
も
今
を
一
生
懸
命
生

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
」と
決

意
を
新
た
に
し
た
本
地
健
太
く
ん（
２
年

生
）。同
学
年
の
深
山
主
翼
く
ん
は「
将
来
自

分
で
稼
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、募
金
な
ど

僕
自
身
の
力
で
協
力
で
き
る
こ
と
を
続
け
た

い
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　
千
歳
北
陽
高
校
で
の
学
び
を
経
て
、着
実

に
、た
く
ま
し
い
若
者
た
ち
が
育
っ
て
い
る
。

初
め
て
の
海
外

北
海
道
か
ら
途
上
国
へ

「
将
来
は
、協
力
隊
に

参
加
し
て
み
た
い
」

ベトナム貿易大学で日本語を専攻する
学生と交流。「とても日本語が上手でび
っくりしました」と渡邊咲奈さん（2年生）

ベトナムの子どもたちとバル
ーンアートで交流する２年
生の髙橋奈実さん。「カラフ
ルな風船をとても気に入っ
てくれました」。この日のため
に、いろいろな形が作れる
ように何度も練習を重ねた

カンボジアの高校生と日本文化の書道にも挑戦。クメール語の
作品もお見事！

東
南
ア
ジ
ア
に
届
け
！

道
産
子
魂

毎
年
、東
南
ア
ジ
ア
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る

北
海
道
千
歳
北
陽
高
等
学
校
。

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
目
を
向
け
、

物
事
を
広
い
視
野
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
―
。

昨
年
で
９
回
目
を
迎
え
た
こ
の
取
り
組
み
は
、

北
の
大
地
か
ら
、世
界
に
羽
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
を
生
み
出
し
て
い
る
。

全校生徒で心を込めて折った千羽鶴をベトナムの孤児院に贈った

カンボジアのマカラ高校の生徒たちと。「言葉が通じ
なくても、いつの間にか仲良くなっていました」

か
ず
さ
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村
の
再
建
を
誓
う

女
性
た
ち
と
出
会
っ
て

※途上国の現状について知り、一人一人ができる国際協力を推進していく市民参加型プロジェクト。実行委員会はJICA、NPO法人国際協力NGOセンター（JANIC）、国連開発計画（UNDP）。

ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
世
界
大
会
で
２

位
に
輝
き
、
以
来
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
モ
デ
ル
や
報
道
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
幅

広
く
活
躍
す
る
知
花
く
ら
ら
さ
ん
。
２
０

０
７
年
か
ら
は
W
F
P
国
連
世
界
食
糧
計

画
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
、

08
〜
09
年
に
は
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発

援
助
）
紹
介
番
組
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し

て
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
人
々
の
暮
ら

し
や
国
際
協
力
の
現
場
の
様
子
な
ど
を
伝

え
て
き
た
。

　
さ
ら
に
２
０
１
０
年
か
ら
「
な
ん
と
か

し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」※
の
メ
ン
バ

ー
に
。
そ
し
て
８
月
、
こ
の
活
動
の
一
環

と
し
て
、
09
年
に
内
戦
が
終
結
し
た
ス
リ

ラ
ン
カ
を
訪
問
し
た
。「
イ
ン
ド
洋
の
真
珠
」

と
も
称
さ
れ
、
そ
の
豊
か
な
文
化
や
自
然

が
訪
れ
る
者
を
魅
了
す
る
同
国
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
26
年
に
及
ぶ
内
戦
の
影
響

で
今
も
多
く
の
人
々
の
心
に
深
い
傷
跡
が

残
り
、
一
部
の
地
域
で
は
生
活
の
再
建
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
だ
。

　「
こ
こ
の
検
問
所
で
軍
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
ま
す
」

　
同
行
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
が
そ
う
声
を

掛
け
る
と
、
知
花
さ
ん
の
表
情
に
一
瞬
の

緊
張
が
走
っ
た
。
車
は
、
内
戦
時
代
に
最

も
激
し
い
戦
闘
が
繰
り
返
さ
れ
た
地
域
に

入
っ
て
い
た
。
今
も
治
安
維
持
の
た
め
の

厳
戒
態
勢
が
敷
か
れ
て
い
る
。

　
一
行
が
訪
れ
た
マ
ナ
ー
県
に
は
、
国
内

各
地
で
避
難
生
活
を
し
て
い
た
多
く
の

人
々
が
帰
還
し
て
い
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
こ

で
、
荒
廃
し
た
村
を
帰
還
民
が
自
ら
の
力

で
復
興
さ
せ
、
生
活
を
再
建
で
き
る
よ
う
、

住
民
に
よ
る
復
興
計
画
の
作
成
や
農
業
・

漁
業
組
合
の
拠
点
整
備
、
灌
漑
施
設
の
修

復
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
と
も
に
女
性
グ
ル

ー
プ
の
会
合
に
参
加
し
た
知
花
さ
ん
。「
日

本
人
の
専
門
家
の
方
が
住
民
の
人
た
ち
と

一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
の

は
、
と
て
も
良
い
こ
と
。
夫
や
息
子
を
失

い
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
村
や

家
族
を
守
ろ
う
と
行
動
す
る
女
性
の
た
く

ま
し
さ
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
」。

　
青
い
海
に
架
か
っ
た
新
し
い
一
本
の
橋
。

日
本
の
無
償
資
金
協
力
で
２
０
１
０
年
３

月
に
開
通
し
た
「
マ
ナ
ー
橋
」
だ
。
県
の

行
政
や
経
済
の
中
心
地
で
あ
る
マ
ナ
ー
島

と
ス
リ
ラ
ン
カ
本
島
を
結
ぶ
唯
一
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
橋
の
下
に
は
上
下
水

道
の
配
水
・
排
水
管
も
敷
設
さ
れ
て
い
る
。

「
マ
ナ
ー
島
の
生
活
を
ま
さ
に
こ
の
橋
が
支

え
て
い
る
ん
で
す
ね
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、

人
々
の
〝
生
命
線
〞
を
確
保
す
る
こ
と
な

ん
だ
と
実
感
で
き
ま
し
た
」。
に
ぎ
わ
う
マ

ナ
ー
島
の
市
場
を
後
に
し
た
知
花
さ
ん
が
、

橋
を
渡
り
な
が
ら
言
う
。

　
続
い
て
訪
ね
た
の
は
、
青
年
海
外
協
力

隊
が
活
動
す
る
ア
ヌ
ラ
ダ
プ
ラ
県
。
４
人

の
女
性
隊
員
に
よ
る
、
障
害
者
へ
の
リ
ハ

ビ
リ
巡
回
指
導
に
同
行
し
た
。
額
に
汗
を

流
し
、
障
害
者
や
そ
の
家
族
に
語
り
掛
け

る
彼
女
ら
の
奮
闘
ぶ
り
に
、
知
花
さ
ん
は

「
地
元
の
人
々
と
の
考
え
方
の
違
い
や
言
葉

の
壁
を
乗
り
越
え
、
頑
張
っ
て
い
る
女
性

隊
員
た
ち
は
素
敵
。
や
っ
ぱ
り
女
性
は
た

く
ま
し
い
！
」
と
感
心
し
た
様
子
だ
っ
た
。

　「
長
く
紛
争
が
続
い
た
の
に
み
ん
な
穏
や

か
で
温
か
く
、
こ
の
国
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
以
前
の
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
に

は
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
が
、
効
果
的

な
援
助
に
よ
っ
て
生
活
が
改
善
さ
れ
、
人
々

が
笑
顔
に
な
る
状
況
が
も
っ
と
増
え
た
ら

う
れ
し
い
」。
き
っ
と
そ
の
視
線
の
先
に
、

平
和
を
喜
ぶ
マ
ナ
ー
県
の
人
々
や
元
気
に

生
活
す
る
ア
ヌ
ラ
ダ
プ
ラ
県
の
障
害
者
た

ち
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。

　「
人
々
が
ど
ん
な
ふ
う
に
暮
ら
し
、
何
に

苦
し
ん
で
い
る
の
か
、
実
際
に
現
地
で
見

聞
き
す
る
こ
と
で
分
か
る
も
の
っ
て
す
ご

く
多
い
ん
で
す
」

　
途
上
国
を
訪
れ
る
機
会
が
増
え
、
そ
う

感
じ
始
め
た
知
花
さ
ん
。「
国
際
協
力
の
最

初
の
一
歩
は
〝
知
る
こ
と
〞。Ｗ
Ｆ
Ｐ
を
は

じ
め
と
す
る
国
際
機
関
に
よ
る
支
援
や
Ｏ

Ｄ
Ａ
な
ど
の
援
助
の
現
場
を
見
つ
め
、
現

状
を
伝
え
る
こ
と
―
、
そ
れ
が
今
の
私
に

で
き
る
一
歩
。
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」。

　
知
花
さ
ん
の
世
界
を
〝
知
る
〞
旅
は
、

ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
だ
。

国
際
協
力
は

〝
知
る
こ
と
〞
か
ら
始
ま
る

ミ

ものづくりによって障害者の自立を支援する作業所で、バッグに
色を付ける青年。理学療法士の合谷香織隊員が優しいまなざし
で見守る

マナー橋。橋の下に上下水道網も完備 

「いよいよ給食！」。食器を持って
並ぶ子どもたちとパチリ ©WFP

WFPの支援現場の視察は、ザンビア、フィリピンに続き今回が3カ国目となった知
花さん。北部キリノッチ地域では、内戦が終わっても地雷除去の遅れなどで故郷
に戻れず、WFPが配給する食糧で命をつないでいる人々を訪ねた。そこでは、袋か
らこぼれてしまった食糧を一粒一粒拾い集めているおじいさんの姿を目にした。
「一粒も無駄にできない彼らの生活
の厳しさを改めて痛感しました」。一
方マナー県では、爆撃によって破壊
された校舎が最近再建されたばかり
だという、ヴァダカンダル学校を訪
問。知花さんは子どもたちと一緒に
床に座り、WFPの「学校給食プログ
ラム」で提供されている食材を使った
豆のカレーに「本当においしい！」と
顔をほころばせていた。

子どもたちと一緒に豆カレー　～WFPの食糧支援先で～

©WFP

文＝大塚 卓哉（JICAスリランカ事務所）

in スリランカ

知花くららさん
世界を知る 旅

「
日

ち
と

く
の失

村
やく橋

。
年
３

県
の

て

ェクト。実行委員会はJICA、NPO法人国際協力NGO 開発計画（UNDP）。Oセンター（JANIC）、国連開

女性たちは本当に元気！
いまだ残る戦争の

傷跡

Kurara’ s photos
～知花さんがレンズ越しに見たスリランカ～

インド

配られた豆は一粒も
無駄にできない

私の経験を通じて、少しでも多くの人に
国際協力に関心を持ってもらえたら―。
そんな思いを胸に、アフリカやアジアを
巡る知花くららさん。
2010年8月には、長年の内戦を終え、
戦後復興に取り組みつつ、中長期的な
発展を目指すスリランカを訪ねた。

スリランカ

マナー県
アヌラダプラ県

キリノッチ
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸
で
主
に
研
修
員
の
受

け
入
れ
を
担
当
す
る
手
崎
雅
代
さ

ん
。い
つ
も
心
の
中
に
あ
る
の
は
、研

修
員
た
ち
に
北
陸
で
学
ん
だ
こ
と
を

自
国
の
発
展
に
役
立
て
て
も
ら
い
た

い
、と
の
強
い
思
い
だ
。

と
も
と
海
外
に
興
味
が
あ
っ
た
も
の

の
、な
か
な
か
一
歩
を
踏
み
出
せ
ず
、大

学
卒
業
後
は
民
間
企
業
に
就
職
し
、シ
ス
テ
ム

営
業
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、や
っ
ぱ

り
自
分
を
試
し
て
み
た
い
！
海
外
で
働
い
て
み

た
い
！
と
の
強
い
思
い
か
ら
青
年
海
外
協
力
隊

に
参
加
。Ｐ
Ｃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
カ
メ

ル
ー
ン
に
派
遣
さ
れ
、エ
デ
ア
市
商
工
業
高
等
学

校
で
情
報
処
理
に
つ
い
て
教
え
ま
し
た
。
実
技

授
業
用
の
パ
ソ
コ
ン
が
足
り
な
い
中
で
、生
徒
全

員
が
参
加
で
き
る
よ
う
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
交

替
で
授
業
を
行
っ
た
り
、現
地
の
同
僚
た
ち
と

調
整
し
て
実
技
が
学
べ
る
授
業
を
増
や
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
た
り
と
、試
行
錯
誤
し
た
２
年

間
で
し
た
。

　

そ
の
後
、人
柄
も
気
候
も
大
好
き
な
カ
メ
ル

ー
ン
で
も
っ
と
働
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、外
務

省
の「
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金

協
力
」外
部
委
嘱
員
※
と
し
て
、さ
ら
に
１
年
間

カ
メ
ル
ー
ン
に
。現
地
の
地
方
自
治
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
る「
草
の
根
・
人
間
の
安
全

保
障
無
償
資
金
協
力
」の
要
請
に
対
し
て
、応

募
書
類
の
審
査
や
案
件
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。そ
し
て
こ

う
し
た
海
外
で
の
活
動
を
通
じ
て
、よ
り
多
く

の
日
本
人
に
国
際
協
力
の
意
義
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

活
動
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
、昨
年
帰
国
。
国
際
協
力
に
ま
だ
ま
だ

な
じ
み
が
薄
い
地
元
北
陸
で
、そ
の
機
運
を
高

め
て
い
き
た
い
と
思
い
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸
で
働
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、北
陸
３
県
に
あ
る
地
方
自
治
体
や

大
学
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
協
力
し
、開
発
途
上
国

の
研
修
員
が
自
国
で
応
用
で
き
る
知
識
や
事

例
を
盛
り
込
ん
だ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で

き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に

印
象
的
だ
っ
た
研
修
は
、新
鮮
な
ブ
リ
で
知
ら

れ
る
富
山
県
氷
見
市
で
実
施
し
た
青
年
研
修

「
資
源
管
理
型
漁
業
」コ
ー
ス
。氷
見
市
の
伝
統

的
な
定
置
網
漁
法
を
活
用
し
た
資
源
管
理
型

漁
業
は
も
ち
ろ
ん
、日
本
の
漁
業
協
同
組
合
な

ど
の
水
産
業
を
支
え
る
制
度
、流
通
シ
ス
テ
ム
、

漁
村
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
学
ぶ
た
め
、

２
０
１
０
年
に
は
ア
フ
リ
カ
11
カ
国
か
ら
13
人
の

研
修
員
が
富
山
の
地
を
踏
み
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ス
を
計
画
し
た
際
に
は
、ア
フ
リ
カ

の
漁
業
の
現
状
を
氷
見
漁
業
協
同
組
合
な
ど

の
研
修
実
施
機
関
に
伝
え
、彼
ら
の
知
識
と
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
効
果
的
な
視
察
先
の
選
定

や
講
義
内
容
な
ど
を
練
り
ま
し
た
。
研
修
に
は

私
も
実
際
に
参
加
し
、研
修
員
と
の
話
の
中
か

ら
、よ
り
効
果
的
な
研
修
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を

得
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

嬉
し
か
っ
た
の
は
、氷
見
漁
業
協
同
組
合
で

経
営
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
研
修
員
が
、帰
国
後

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
組
合
の
組
織
化
を
掲

げ
る
な
ど
、多
く
の
場
面
で
彼
ら
の
熱
心
さ
を

垣
間
見
ら
れ
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
ジ
ブ
チ
の

帰
国
研
修
員
か

ら
、
早
速
現
地

で
定
置
網
漁
法

普
及
の
た
め
に

奮
闘
中
と
の
一

報
を
受
け
た
と

き
は
、や
り
が
い

を
感
じ
ま
し
た
。

　

氷
見
漁
業
協

同
組
合
を
は
じ

め
と
す
る
多
く

の
北
陸
の
人
々

も
、自
分
た
ち
の

伝
統
や
技
術
を

伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、こ
の
よ
う
な

地
元
密
着
型
の
研
修
コ
ー
ス
を
歓
迎
し
て
い
ま

す
。研
修
を
行
う
こ
と
で
、国
内
、そ
し
て
海
外

に
地
場
産
業
を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
、氷
見

ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度
の
向
上
、ひ
い
て
は
氷
見
市

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
注
目
を
集
め
る
の
が
難
し
い
地
場
産
業

を
地
元
で
も
P
R
し
て
い
く
よ
い
チ
ャ
ン
ス
と
い

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、J
I
C
A
の
在
外
事
務
所
と

連
絡
を
密
に
取
り
合
っ
て
研
修
員
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、そ
し
て
地
元
の
方
々
と
協
力
し
合
い

な
が
ら
、北
陸
な
ら
で
は
の
地
場
産
業
を
通
し

た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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業務課

手崎 雅代
TESAKI Masayo

大学卒業後、民間企業に6
年間勤務した後、青年海外
協力隊に参加し、ＰＣインス
トラクターとしてカメルーンで
活動する。外務省の「草の
根・人間の安全保障無償資
金協力」外部委嘱員を経
て、2010年4月より現職。

も

地元で捕れた魚について、市場で働く女性から説明を受ける研修員。手崎さんはコーディネー
ターとともに、フランス語訳も担当した

青年海外協力隊では、同僚の先生たちに
パソコンのメンテナンス方法について指
導した

※在外公館で、「草の根・人間の安全保障無償資金協力」
の案件形成・監理・モニタリングなどを行うスタッフ。

途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

地
域
密
着
型
の
研
修
を
提
供
し
た
い

From Hokuriku
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
１
０
年
度
に
、官
民

が
協
働
で
取
り
組
む
Ｐ
Ｐ
Ｐ（P

ublic 
P
rivate

P
artnership

）イ
ン
フ
ラ
事
業

に
関
す
る
協
力
準
備
調
査
制
度
を
開
始

し
て
お
り
、今
年
度
は
２
回
の
公
募
を
通

じ
て
民
間
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
29
の
調
査

案
件
よ
り
、11
件
を
採
択
し
ま
し
た（
採

択
案
件
は
一
覧
を
参
照
）。

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
イ
ン
フ
ラ
事
業
と
は
、こ
れ
ま

で
公
共
事
業
と
し
て
公
的
セ
ク
タ
ー
が

建
設
・
整
備
し
、サ
ー
ビ
ス
を
供
給
し
て

い
た
分
野
の
一
部
を
民
間
セ
ク
タ
ー
が

担
い
、官
民
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
事
業

の
こ
と
で
す
。こ
の
協
力
準
備
調
査
制

度
は
、Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）資
金

の
活
用
を
前
提
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
事
業

の
民
間
部
分
へ
の
投
資
を
計
画
し
て
い

る
法
人
か
ら
事
業
提
案
を
公
募
し
、提

案
し
た
法
人
に
対
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
調

査
を
委
託
す
る
も
の
。調
査
金
額
は
１

億
５
０
０
０
万
円
を
上
限
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

負
担
し
ま
す
。

　

今
後
２
０
２
０
年
ま
で
に
、ア
ジ
ア
だ

01

け
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
８
兆
ド
ル
、広
域

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
２
９
０
０
億
ド
ル
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
※
。し
か

し
、こ
れ
を
す
べ
て
公
的
セ
ク
タ
ー
が
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
く
、建
設
、運
営
・
維

持
管
理
の
各
部
分
で
官
民
が
協
働
し
、

よ
り
効
率
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
実
現

を
目
指
す
動
き
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

協
力
準
備
調
査
制
度
に
対
し
て
今
回

は
、ア
ジ
ア
を
中
心
に
、運
輸
、電
力
、上

下
水
道
、環
境
な
ど
の
分
野
で
多
く
の

提
案
が
あ
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
事
業
の
必
要

性
、実
現
可
能
性
、官
民
の
役
割
分
担
、

円
借
款
な
ど
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
供
与
の
可
能

性
、開
発
効
果
と
い
っ
た
視
点
か
ら
評
価

し
、選
定
し
ま
し
た
。今
後
も
開
発
途
上

国
の
経
済
成
長
を
後
押
し
す
る
た
め
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
の
技
術
協
力
を

通
じ
た
人
材
育
成
や
資
金
協
力
に
よ
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
培
っ
て
き
た
知
見
に
加

え
、民
間
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構

築
を
進
め
る
こ
と
で
、よ
り
効
果
的
で

効
率
的
な
援
助
を
目
指
し
ま
す
。

　

エ
チ
オ
ピ
ア
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
支
援
し
て
き
た

〝
森
を
守
る
コ
ー
ヒ
ー
〞が
、飲
料
メ
ー
カ
ー
の
Ｕ

Ｃ
Ｃ
上
島
珈
琲
株
式
会
社
か
ら
、業
務
用
製

品『
モ
カ﹇
ワ
イ
ル
ド 

ベ
レ
テ
・
ゲ
ラ
﹈』と
し
て

新
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
３
年
よ
り
、森
林
消
失

が
深
刻
化
し
て
い
る
同
国
南
西
部
の
ベ
レ
テ
・

ゲ
ラ
地
域
で「
ベ
レ
テ
・
ゲ
ラ
参
加
型
森
林
管

理
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
行
っ
て
い
ま
す
。こ

れ
は
、「
森
を
守
れ
ば
生
活
が
良
く
な
る
」と
い

う
仕
組
み
づ
く
り
に
住
民
参
加
の
下
で
取
り

組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、コ
ー
ヒ
ー
生
産
な
ど
を

通
じ
て
人
々
の
生
活
向
上
と
森
林
保
全
の
両

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、農
薬
や
化
学
肥
料

を
使
わ
ず
、環
境
に
も
労
働
者
に
も
優
し
い
、

森
に
自
生
す
る
コ
ー
ヒ
ー
に
着
目
。さ
ら
に
、こ

れ
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
た
め
、環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
レ
イ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
・ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」に
よ
る

認
証
※
の
取
得
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

品
種
改
良
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
希
少
性
も

あ
っ
て
日
本
の
商
社
の
目
に
止
ま
り
、今
回
Ｕ

Ｃ
Ｃ
に
よ
る
日
本
で
の
発
売
に
つ
な
が
っ
た

〝
森
を
守
る
コ
ー
ヒ
ー
〞。発
表
会
に
は
マ
ル
コ

ス・
タ
ク
レ・エ
チ
オ
ピ
ア
駐
日
全
権
大
使
も
出

席
し
、「
私
た
ち
の
国
の
コ
ー
ヒ
ー
を
日
本
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
訴
え
ま
し

た
。

官民連携で途上国のインフラ整備～11案件を採択

02ＪＩＣＡが支援する“森を守るコーヒー”を、UCCが日本で新発売！

◆
東
京
・
広
尾（
J
I
C
A
地
球
ひ
ろ
ば
）

展
示「
世
界
の
幸
せ
と
悲
し
み
」

世
界
の
す
べ
て
の
人
々
が
、「
恐
怖
」や

「
欠
乏
」か
ら
免
れ
、安
心
し
て
人
間

ら
し
い
生
活
を
で
き
る
こ
と
を
目
指

す「
人
間
の
安
全
保
障
」。そ
の
よ
う

な
世
界
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
は
何
だ

ろ
う
か
。「
世
界
の
幸
せ
と
悲
し
み
」

を
テ
ー
マ
に
、日
本
と
途
上
国
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
体
験
型
の
展
示
イ
ベ
ン

ト
。

会
期
：
5
月
29
日（
日
）ま
で

平
日
10
時
〜
20
時
／
土
日
祝
10
時
〜

18
時（
月
曜
休
館
）

問
：03-3400-7717

U
R
L
：w

w
w
.jica.go.jp/hiroba/

◆
愛
知（
な
ご
や
地
球
ひ
ろ
ば
）

J
I
C
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
写
真
展 

「
鉄
道
物
語 

ニ
ッ
ポ
ン
か
ら
世
界
へ
」

ア
ジ
ア
を
中
心
に
、開
発
途
上
国
で
鉄

道
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
か
ら
鉄
道
事
業

者
や
技
術
者
の
人
材
育
成
ま
で
幅
広

い
支
援
を
行
っ
て
い
る
、鉄
道
先
進
国
・

日
本
。３
月
14
日
に
、名
古
屋
臨
海
高

速
鉄
道
の
金
城
埠
頭
駅
近
く
に
Ｊ
Ｒ

東
海「
リ
ニ
ア
・
鉄
道
館
」が
オ
ー
プ
ン

す
る
の
に
合
わ
せ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る

鉄
道
関
連
の
協
力
を
写
真
を
通
し
て

紹
介
し
ま
す
。

会
期
：
3
月
8
日（
火
）〜
4
月
3

日（
日
）10
時
〜
18
時（
月
曜
休
館
）

問
：052-533-0121

U
R
L
：w

w
w
.jica.go.jp/nagoya-

hiroba/

03東京・愛知の地球ひろばで展示＆イベントを開催

※出典：『Infrastructure for Seamless Asia』 
ADB & ADBI 2009

※
同
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
定
め
る
森
林
保
全
の
た
め
の
一
定
基
準

を
満
た
し
た
地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
に
、認
証

マ
ー
ク
の
表
示
・
利
用
が
認
め
ら
れ
る
制
度
。

モカ特有の甘い香りとまろ
やかな酸味が特徴

採択案件一覧

第2回目（2010年11月12日公示分）

インドネシア

インドネシア

マレーシア

フィリピン

ベトナム

ベトナム

ベトナム

ベトナム

ベトナム

ベトナム

ベトナム

南バリ再生水利用事業準備調査　

西ジャワ州廃棄物複合中間処理施
設・最終処分場・運営事業準備調査

大都市圏上下水道PPP事業準備調査

マニラ首都圏南北連結高速道路PPP
事業準備調査

環境配慮型工業団地ユーティリティ
運営事業準備調査

ロンタン新国際空港建設事業準備調査

ハノイ都市圏水道PPPドン河事業準備
調査

ソンハウ１石炭火力発電事業および
その周辺インフラ事業準備調査

ホーチミン市ベンタイン駅周辺地区
総合開発事業準備調査

ハノイ市エンサ処理場整備事業準備
調査

ハノイ市ファッヴァン-カウゼー高速道路
PPP事業準備調査

第1回目（2010年3月31日公示分）



新 着 情 報

『学校をつくろう』
明治維新の動乱期に命懸けでアメリカに渡り、当時最先端の学問だった
法律と経済を学んだ相馬永胤、田尻稲次郎ら４人の若者たち。戊辰戦争
では幕府側と新政府側とに分かれて戦った彼らが留学を通して友情を育
み、武力ではなく学問の力で国を変えようと、法律と経済を教える日本初の
学校をつくるために奔走する。現在、開発途上国の法整備を支援する日
本自身が、『坂の上の雲』の時代にどのようにして法律をとらえ、国づくり
に情熱を注いだかが垣間見られる作品。

M  OVIE

「教材体験FESTA2011」
開発教育を推進しているNPO法人開発教育協会（DEAR）が、教育関
係者などを対象に、学校や市民活動で使える「参加型学習の教材」を体
験できるイベントを開催。グローバリゼーション、貧困、環境、人権、平和、
異文化理解など、さまざまなテーマの教材をもとに、2日間で29種類・30 
回のワークショップが行われ、教材の狙いや指導のポイントなどを学ぶこ
とができる。

E  VENT
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この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

B  OOK

『BOP市場を開拓する5つの方法
世界とつながるビジネス』
世界に40億人いるとされる貧困層（BOP: Base of the 
Pyramid）を対象に事業展開する「BOPビジネス」。貧困
層を消費者や生産者として、さらにこれらをつなぐ流通・販
売を担うアクターとしてとらえ、
彼らが経済活動に参加するこ
とが貧困から抜け出す手段に
なり得るため、今、世界中から
高い注目を集めている。本書
では、「革新的なアイデア」
「人と人のつながり」「新たな
市場への挑戦」をキーワード
に、BOP市場を開拓するため
の5つの方法を提案。また、新
たなビジネスモデルの確立で
BOPビジネスに成功した17
の事例を紹介している。

国連開発計画（UNDP）編／吉田秀美 訳
英治出版
2,100円（税込）

B  OOK

『アフリカ詩集』
カメルーン、セネガル、ギニア、タンザニアなどサハラ以南ア
フリカの詩人たち約30人の作品が収められた本書。詩の
テーマは、祖国への愛、苦難の歴史、アイデンティティー、
信仰、紛争、飢餓など多岐にわたり、詩人たちの魂の奥底
から紡ぎ出される言葉の一つ
一つに、読み手の心を揺さぶ
るリアリティーがある。まだまだ
日本では触れる機会が少ない
アフリカの人々の詩歌。彼ら
がアフリカという風土で培って
きた資質やこれまで経験して
きた歴史の一端を知る貴重な
一冊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

登坂雅志 訳
花神社
1,575円（税込）

登坂雅志 訳

2010年／日本／109分
監督 ： 神山征二郎
出演 ： 三浦貴大、柄本時生、橋本一郎、池上リョヲマほか
公開 ： 東京・有楽町スバル座ほか、全国順次ロードショー
URL ： www.gakko-movie.com/
問 ： ゴー・シネマ　TEL ： 03-6861-5050

日時 ： 3月26日（土）・27日（日）　各日10時～18時
会場 ： 東京YMCA社会体育・保育専門学校（東京都江東区）
参加費 ： 2日8,000円／1日4,000円（会員割引あり）
申込方法 ： DEARホームページより
URL ： www.dear.or.jp/festa2011/
問 ： NPO法人開発教育協会（DEAR）　TEL ： 03-5844-3630



美
し
い
島
の
現
実

The Marshall Islands 
［マーシャル諸島］
文・写真＝森住卓（フォトジャーナリスト）

日没のひととき、日焼けした肌に優しい風が心を癒してくれる。
子どもたちの歓声がピンク色に染まった空に吸い込まれてゆく

地球ギャラリー vol.30



A.首都マジュロで行われた「3.1ビキ
ニデー」（1954年3月1日の水爆実
験日）の集会には、ロンゲラップ島民
も多数集まった
B.被ばく者たちは次世代に悲劇と
平和の尊さを伝えようとしていた。健
康そうに見える子どもたちの身体も、
放射能がむしばんでいく。健康への
不安は何世代にもわたって受け継
がれてしまう

AB

東
に
１
６
０
キ
ロ
で
操
業
し
て
い
た
「
第
五

福
竜
丸
」
な
ど
、
近
海
に
い
た
日
本
漁
船
１

０
０
０
隻
以
上
が
被
ば
く
。こ
れ
を
契
機
に
、

日
本
で
は
核
兵
器
禁
止
運
動
が
起
こ
っ
た
。

　
さ
ら
に
東
に
あ
る
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
島
で

は
、〝
キ
ノ
コ
雲
〞が
立
ち
上
っ
た
西
の
空
に
、

雷
鳴
が
と
ど
ろ
き
、島
を
衝
撃
波
が
襲
っ
た
。

そ
の
後
、
放
射
能
を
含
ん
だ
細
か
い
砂
が
降

っ
て
き
た
が
、
危
険
で
あ
る
こ
と
な
ど
知
る

は
ず
も
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
見
る

砂
に
喜
び
、体
に
か
け
て
遊
ん
だ
。
や
が
て
、

皮
膚
が
や
け
ど
の
よ
う
に
水
ぶ
く
れ
に
な
っ

た
り
、
吐
き
気
や
め
ま
い
、
頭
痛
、
倦
怠
感

な
ど
を
訴
え
る
人
が
続
出
。
原
因
が
分
か
ら

な
い
島
民
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
た
と
い

う
。
ア
メ
リ
カ
軍
が
救
出
に
来
た
の
は
、
実

験
か
ら
３
日
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
日
本
か
ら
南
に
約
４
０
０
０
キ
ロ
。
中
部

太
平
洋
に
浮
か
ぶ
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
、
29

の
サ
ン
ゴ
で
で
き
た
環
礁
と
４
つ
の
独
立
し

た
島
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
国
だ
。

　
太
平
洋
戦
争
後
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
こ
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
の
ビ
キ
ニ
環
礁
と
エ
ニ
ウ
ェ
ト

ク
環
礁
で
、
１
９
４
６
〜
58
年
に
67
回
も
の

核
実
験
を
行
っ
た
。
実
験
に
よ
り
放
出
さ
れ

た
放
射
性
降
下
物
「
死
の
灰
」
で
全
域
を
汚

染
さ
れ
た
島
々
。
今
も
な
お
、
被
ば
く
に
よ

っ
て
多
く
の
人
々
が
ガ
ン
や
甲
状
腺
・
先
天

性
異
常
な
ど
の
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
。

　
ち
ょ
う
ど
今
か
ら
57
年
前
の
54
年
３
月
１

日
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で
行
わ
れ
た
水
爆
「
ブ
ラ

ボ
ー
実
験
」
は
、
45
年
８
月
６
日
に
広
島

へ
投
下
さ
れ
た
原
爆
の
千
倍
の
威
力
が
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
、
ビ
キ
ニ
環
礁
か
ら

け
ん
た
い

海に出ればそこは太平洋のど真ん中。マグロやカツオなど回遊魚がたくさん捕れる。新鮮な魚
を生のまま「さしみ」と呼んでしょうゆもかけずに食べていた

「誕生日プレゼントは水爆実験だった」。3月1日生まれのロンゲラップ
島民リジョン・エクニランさん。たくさんの病気を患い、毎日飲む薬も
10種類以上になる

首都マジュロからメジット島までおよそ350キロ。機内から紺碧の太平洋に浮かぶ小さな環礁が見えた



G.島の女性たちが、今夜行われる3歳の女の子の誕生日パーティーのごちそうを準備していた。
焼いたパンの実は、里芋のようにほくほくした食感
H.子どもたちはのどが渇くとヤシの実のジュースを飲む。被ばくから40年以上が経過しても、メジッ
ト島ではココナツなどが通常の5～10倍以上の「セシウム137」（放射性元素）などで汚染されて
いることが分かった
I.ヤシガニはとてもおいしい。島の人たちは大好きだ。乱獲で島の南側にしかいなくなった
J.サイモンさんは朝早く手製の小さなボートで沖に出て、キハダマグロを釣ってきた。魚は安心して
食べられる

地球ギャラリー vol.30

　
首
都
マ
ジ
ュ
ロ
か
ら
19
人
乗
り
の
小
さ

な
飛
行
機
で
１
時
間
。
メ
ジ
ッ
ト
島
が
見

え
て
き
た
。
島
は
南
北
に
細
長
く
、
周
囲

が
約
９
・
５
キ
ロ
の
独
立
し
た
島
だ
。
こ

の
日
、
週
1
回
の
定
期
便
が
８
人
の
乗
客

と
冷
凍
さ
れ
た
鶏
肉
や
米
な
ど
の
食
料
を

乗
せ
て
到
着
し
た
。
空
港
に
集
ま
っ
た
島

民
は
、
降
ろ
さ
れ
た
荷
物
を
次
々
に
リ
ヤ

カ
ー
へ
と
運
ん
で
い
く
。
自
動
車
は
１
台

も
な
い
。
地
球
に
優
し
い
島
だ
。

　
マ
ー
シ
ャ
ル
最
大
の
マ
ジ
ュ
ロ
病
院
の

ジ
ョ
カ
ネ
・
コ
レ
ア
ー
医
師
は
こ
の
島
の

出
身
。
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
の
時
に
は
、〝
キ
ノ

コ
雲
〞
を
目
撃
し
た
。

　「
ま
だ
、
夜
明
け
前
で
暗
か
っ
た
が
、
部

屋
の
中
ま
で
明
る
く
な
っ
て
真
っ
白
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、大
き
な
爆
発
音
が
響
い
た
。

外
に
出
る
と
、
火
の
玉
が
赤
や
黄
色
、
青
、

紫
な
ど
い
ろ
ん
な
色
に
変
わ
っ
て
西
の
空

に
天
高
く
上
っ
て
い
っ
た
。
実
験
か
ら
何

日
か
過
ぎ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
艦
が
や

っ
て
き
て
、
兵
隊
が
島
の
土
や
ヤ
シ
の
実
、

タ
コ
の
実
な
ど
を
採
っ
て
い
っ
た
」

　
ビ
キ
ニ
環
礁
か
ら
６
０
０
キ
ロ
離
れ
た

こ
の
島
も
、
汚
染
さ
れ
て
い
た
。
島
を
案
内

し
て
く
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ム
・
ラ
グ
モ
ス（
59
）

さ
ん
は
、
ア
イ
ル
ッ
ク
環
礁
の
生
ま
れ
。

幼
い
こ
ろ
、
５
回
も
核
実
験
に
よ
る
キ
ノ

コ
雲
を
目
撃
し
て
い
る
。
79
年
に
メ
ジ
ッ

ト
島
出
身
の
女
性
と
結
婚
し
、
二
人
は
６

人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
た
。
し
か
し
こ
の

島
で
は
、「
流
産
や
死
産
が
相
次
い
だ
り
、

先
天
性
異
常
の
赤
ち
ゃ
ん
が
た
び
た
び
生

ま
れ
た
」
と
い
う
。

　「
真
珠
の
首
飾
り
」
と
例
え
ら
れ
る
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
。
だ
が
美
し
い
島
々
は
目
に

見
え
な
い
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
、
今
も
人
々

の
身
体
を
む
し
ば
ん
で
い
る
。

C

D

E

F

G

H

I

J

メジット島。サンゴ礁のリーフが太平洋の荒波から島を守っている。核実験の行われたビキニ環礁から東に600キロ離れている

C.ジョニリク（41）さんの息子ニッキー（9）くん
は生まれたときから両手両足の指が短い。口
蓋裂の手術を受け、心臓と呼吸器の病気もあ
るという
D.ウイトン・ジェルトン（16）くんは生まれながら
に口蓋裂で、マジュロの病院で手術したが完
全には治らなかった。母ヘルビタさんは1949
年生まれだが、「1954年の水爆実験のことは
覚えていない」と言った

E.メジット島の空港。週1便の飛行機が到着するのを島中の子どもたちが待っていた
F.スティーム・ラグモスさんはアイルック環礁で5回の核実験を見た。その後、メジット島
で結婚。妻のジェリーさんは半年前に子宮ガンで亡くなった

がいれつ

こう



首都 ： マジュロ
面積 ： 180ｋ㎡（霞ケ浦とほぼ同じ大きさ）
人口 ： 61,025人（2009年）
公用語 ： マーシャル語、英語
宗教 ： キリスト教（主にプロテスタント）
1人当たり国民総所得（GNI）： 3,060ドル（2009年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、グアムやハワイからの乗り継ぎが一般的。
通貨 ： 米ドル（USD）　１USD＝約82円（2011年1月現在）
気候 ： 熱帯性気候で年間平均気温は27℃とほぼ一定。海からの貿易風のため
体感温度は涼しく感じる。10月～11月が雨期、12月～4月が乾期。

The Marshall 
Islands
マーシャル諸島

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

循環型社会と
経済的自立を
目指して
援助への依存から脱却し、自立の道を探るマーシャ
ル諸島。JICAは、環境／気候変動対策、教育・保
健などの社会サービスの向上などに重点を置いて
支援している。

　美しい海に囲まれた楽園というイメー
ジが強いマーシャル諸島。しかし、大小複
数の島々からなり国土が散在しているこ
と、国際市場から遠く輸送に時間もコス
トもかかること、国土が狭く産業に使える
土地が少ないことなど、島国の特殊性に
起因する数多くの課題を抱えている。
　日本は、マーシャル諸島も加盟する太
平洋諸島フォーラム（PIF）との共催で、
「日本・PIF首脳会議」（通称：太平洋・島
サミット）を3年ごとに開催。同じ島国とし
てこの地域との関係を深めるとともに、
双方の持続的な発展のために、島しょ国
が直面している問題の解決にともに取り
組んでいる。
　その中でJICAは、マーシャル諸島に
対する援助の重点分野として環境／気
候変動、保健、教育の3つを掲げ、協力

を行っている。
　環境分野では、廃棄物対策を支援。
食料など生活用品の多くを輸入に頼る
同国では、固形廃棄物が年々増加して
いるにもかかわらず、国土が狭く、地理的
に近隣国ですら遠く離れているため、廃
棄場所を確保できずにいる。また国土は
環礁からなるため、廃棄物や処分場の
影響で海が汚染されてしまうと、島の存
亡にもかかわる。そこでJICAは、2010
年から「大洋州廃棄物管理改善支援プ
ロジェクト」を開始し、廃棄物の減量化や
リサイクルなどを推進。さらに、JICAボラ
ンティアを派遣し、廃棄物管理公社の運
営管理能力強化や、島の美化を目的に
コミュニティーへの環境教育などを行っ
ている。
　また、気候変動対策としては「太陽光

を利用したクリーンエネルギー導入計
画」を09年から実施している。同国のエ
ネルギー源の中心であるディーゼル発電
は、原油価格の影響を受けやすく、電力
供給が不安定という問題を抱えているた
めだ。JICAは再生可能エネルギーの導
入を提案することで経済的自立を促すと
ともに、温室効果ガスの削減も目指して
いる。
　保健医療分野では、世界保健機関
（ＷＨＯ）とともにフィラリアの撲滅などの
感染症対策を行っているほか、米や肉な
ど輸入食品中心の食生活により、近年
深刻化している生活習慣病・肥満対策
も実施。さらに教育分野では、青年海外
協力隊やシニア海外ボランティアを派遣
し、理数科教育、情操教育、日本語教育
の向上に貢献している。

パンの実の保存食
「ブイロー」

マーシャル料理

地球ギャラリー
Vol.30

　
海
に
囲
ま
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
は
、マ
グ

ロ
や
カ
ツ
オ
な
ど
の
魚
を
日
本
と
同
じ
よ
う
に

生
で
食
べ
る
。し
ょ
う
ゆ
に
も
付
け
る
が
、コ
コ

ナ
ツ
ミ
ル
ク
と
レ
モ
ン
汁
で
食
べ
る
の
が
マ
ー
シ

ャ
ル
流
だ
。し
か
し
近
年
、首
都
マ
ジ
ュ
ロ
は
海

外
か
ら
の
輸
入
食
品
で
あ
ふ
れ
、こ
う
し
た
伝

統
的
な
食
生
活
か
ら
、肉
を
中
心
と
し
た
西

洋
的
な
も
の
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、伝
統
的
な
食
材
も
数
多
く
残
っ

て
い
る
。例
え
ば
パ
ン
の
実
。離
島
で
は
今
で
も

主
食
と
し
て
人
々
に
食
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

地
面
に
穴
を
掘
っ
て
蒸
し
焼
き
に
し
た
り
、ゆ

で
た
り
、石
焼
き
に
し
た
り
し
て
食
べ
る
の
が

一
般
的
だ
。さ
ら
に
は
、皮
を
む
い
た
パ
ン
の
実

を
布
製
の
袋
に
入
れ
、２
、３
日
海
水
に
漬
け

て
発
酵
さ
せ
た
も
の
を
ゆ
で
る「
ブ
イ
ロ
ー
」

も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
。１
年
以
上
保
存
が
可
能
な
こ

と
か
ら
、パ
ン
の
実
が
採
れ
な
い
時
期
の
保
存

食
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、自
然
災
害
時
な
ど
の

非
常
食
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
て
い
る
。一
説
に

よ
る
と
、日
本
の「
う
い
ろ
う
」に
由
来
し
て
名

付
け
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

　
製
法
は
異
な
る
が
、同
じ
島
国
の
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
や
キ
リ
バ
ス
、ハ
ワ
イ
な
ど
で
も
食
さ
れ
て

い
る
ブ
イ
ロ
ー
。サ
ツ
マ
イ
モ
と
栗
の
中
間
の
よ

う
な
味
で
、食
感
は〝
う
い
ろ
う
〞そ
の
も
の
。

日
本
人
の
口
に
も
よ
く
合
う
。

〈
ブ
イ
ロ
ー
〉

【
材
料（
6
人
前
）】

パ
ン
の
実
約
７
５
０
ｇ
／
コ
コ
ナ
ツ
ミ
ル
ク
コ
コ
ナ
ツ

2
個
分（
約
1
リ
ッ
ト
ル
）／
タ
ピ
オ
カ
ス
タ
ー
チ（
ま

た
は
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
）１
０
０ｇ
／
砂
糖
適
量

【
作
り
方
】

１
．発
酵
さ
せ
た
実
を
布
製
の
袋
に
入
れ
、水
に
漬

け
な
が
ら
キ
レ
イ
に
洗
う
。

２
．袋
か
ら
実
を
取
り
出
し
、手
で
こ
ね
て
余
分
な

水
分
や
灰
汁
を
取
り
除
く
。

３
．タ
ピ
オ
カ
ス
タ
ー
チ
、コ
コ
ナ
ツ
ミ
ル
ク
を
混
ぜ

る
。好
み
で
砂
糖
も
加
え
る
。

4
．卵
く
ら
い
の
大
き
さ
に
し
て
ラ
ッ
プ
で
包
む
。

5
．沸
騰
し
た
お
湯
で
20
〜
30
分
ゆ
で
た
ら
完
成
。

☆
パ
ン
の
実
の
代
わ
り
に
、で
ん
ぷ
ん
質
が
多
く
含

ま
れ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、サ
ツ
マ
イ
モ
、カ
ボ
チ
ャ
、里

芋
な
ど
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
味
を

楽
し
め
る
。

in マーシャル諸島

J ICAボランティアと
帰国研修員が協力
し、糖尿病患者に栄
養バランスの大切さ
や血糖値を下げるた
めの食事などを指導

発酵した実をこねながら水分を取り除いて
いく

編集協力 ： JICAマーシャル支所
　　　　　櫻井美奈子（企画調査員）

家庭ごみを分類・分析す
るマジュロ環礁廃棄物
管理公社のスタッフ

メジット島

ロンゲラップ島

マジュロ

マーシャル諸島

小学校で算数を教える青年海外協力隊員。チ
ームティーチングにより教員の指導力の向上を
目指している
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途
上
国
の
す
べ
て
の
人
々
に
「
開
発
の
恩
恵
」
を
届
け
る
。

ま
た
、彼
ら
を
応
援
し
開
発
協
力
を
推
進
す
る
側
の
人
々
に

も
「
世
界
の
平
和
と
繁
栄
」
と
い
う
果
実
を
享
受
し
て
も
ら

う
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
目
指
す
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
開
発
」
の
実

現
に
は
、「
漏
れ
こ
ぼ
れ
て
い
る
ヒ
ト
」
に
目
を
向
け
た
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
脆
弱
と
も
形
容
さ
れ
る

人
々
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
、人
間
の
尊
厳
に
心
を
配
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
「
言
葉
だ
け
で
人
々
の
行
動
変
容
を
促
す
の
は

難
し
い
」
。
故
人
の
名
言
い
わ
く
、「
や
っ
て
見
せ
て
、言
葉
で

も
説
明
し
て
、実
際
に
や
ら
せ
て
み
て
、し
か
も
褒
め
て
や
ら

な
い
と
、人
は
動
く
も
の
で
は
な
い
」
。

　

ヒ
ト
は
機
械
と
は
違
い
ま
す
。
外
部
か
ら
の
強
制
で
は
な

く
、彼
ら
に
「
喜
び
」
を
提
供
し
、「
自
信
」
を
持
て
る
よ
う
に

手
伝
い
、そ
し
て
、世
界
の
一
員
と
し
て
の
「
誇
り
」
と
「
責
任

感
」
を
促
す
。「
も
の
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る

日
本
の
地
場
産
業
の
魅
力
は
、長
年
継
承
さ
れ
定
着
し
て
き

た
「
ヒ
ト
を
動
か
す
プ
ロ
セ
ス
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
持
続
的

な
発
展
の
た
め
の
実
践
的
技
術
」
で
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。

　
「
人
材
育
成
」
と
言
う
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、ヒ
ト
を
そ
の

気
に
さ
せ
、努
力
を
継
続
さ
せ
、し
か
も
技
術
を
身
に
付
け
て

も
ら
う
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、経
験
者
に
し
か
語
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
の
強

烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
日
本
各
地
の
産
業
を
支
え
る

方
々
に
、私
は
日
本
を〝
外
向
き
〞へ
と
変
え
て
い
く
底
力
を

感
じ
て
い
ま
す
。

広
報
室
参
事
役　

洲
崎
毅
浩

日
本
人
を
〝
外
向
き
〞
に
変
え
る
力

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担
いただく形でご送付いたします。巻末
の払込取扱票に、氏名・住所・電話番
号・ご希望の送付期間・送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かか
ることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望
の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
E m a i l

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp
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　平たい板を傾けながら、中に入って
いる水をゆっくりと動かすブラジル人
男性。何をしているのかと思ってのぞ
いてみると、なんと、“紙”をすいてい
るという。
　地球の裏側、ブラジル北部にあるパ
ラ州ベレン市―。広大なアマゾン流域
にあるこの街は、金採掘による水銀汚
染や急速に進む森林伐採の影響で、
深刻な環境問題に直面している。
　そこに救いの手を差し伸べたのが、
熊本県水俣市に住む“紙すき職人”の
金刺潤平さん。誰もが知る「水俣病」
に苦しんだ同市で約25年間、できるだ
け化学薬品を用いずに、タマネギの皮
からジーンズの切れ端まで、実にさま

ざまな素材の繊維から作る和紙の普
及に取り組んできた。
　そして2001年、環境を破壊すること
なく生計向上が図れる手段として、ア
マゾンの森を活用した紙づくりを提
案。「植物がその後も生き続けられる
よう、枝と葉のみを材料として使用し、
根っこは残すようにしました」。
　05年からはJICAの草の根技術協力
事業を通じて、本格的に技術指導を
開始。金刺さんの信念を受け継いだブ
ラジルの職人たちは見る見るうちに腕
を上げ、ついに商品化にも成功した。
「学校にも通えなかった人たちが、自
主的に勉強会を開いて学んでいる。そ
の意欲には驚きです」と金刺さんはう

れしそうに話す。
　アマゾンの森から生まれたペーパー
クラフト。手に取ると、職人の思いが込
められた“紙”の温かいぬくもりが伝
わってくる。

アマゾンの森から生まれたペーパークラフト
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現地の工房で、金刺さん（中央）が紙すきの技を伝授

★写真立て、メモ帳入れを各1人、グリーティングカード
を5人にプレゼント！ 詳細は38ページへ→

ベレン市
ブラジル
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環境に配慮した植物性大豆
油インキを使用しています。

本誌は再生紙を使用しています。
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モデル  道端 ジェシカ
日本に“カッコイイ”国際協力を広めたい

7Vol.

PROFILE
1984年福井県出身。13歳でモデルデビュー。
女性ファッション誌を中心に活動の幅を広げ、テレ
ビ、CMなどでも活躍。ファッションブランド「サマンサ
タバサ」では、デザイナー業にも挑戦している。国際
機関への寄付やチャリティーオークションなど、社会
貢献活動にも熱心に取り組む。「なんとかしなきゃ！
プロジェクト」著名人メンバー。

MICHIBATA Jessica

　20歳を過ぎてから、実は母親が10
年以上、UNICEF（国連児童基金）
に募金を続けていることを知りました。
理由を尋ねると、「私は4人の子宝に
恵まれた。その恩返しとして、世界の
子どもたちが幸せになれるようお手伝
いがしたい」と―。その言葉にとても
感銘したのを覚えています。
　そんな母親に影響を受けてか、い
つか私も、何らかの形で世界のために
何かしたいと自然に考えるようになりま
した。でもまずは独り立ちをしてからと
思っていたので、社会人になると同時
に、いろいろな国際協力団体から資料
を取り寄せるところから始めたんです。
　その中で一番私の心に響いたの
が、UNHCR（国連難民高等弁務官
事務所）などが支援する“難民”でし
た。私は日本人として生まれてきて、た
くさんの人に守られながら当たり前の
ように平和な毎日を過ごしている。でも
世界には、10年、20年も故郷を追わ
れて、見知らぬ土地で暮らさなければ

ならない人がたくさんいるんです。そ
んな現実が存在するなんて、それまで
想像もしていませんでした。
　少しでも、私が難民の人たちにでき
ることはないだろうか―。そんな思い
で、国連UNHCR協会の「毎月倶楽
部」に参加することにしました。毎月、
自分が決めた額を寄付するという簡
単なものですが、感謝状をいただくた
びに「世界の誰かの役に立っている
のかな」と胸がいっぱいになります。そ
れ以外にも、自分の洋服でチャリティ
ーオークションを企画したり、今できる
ことを見つけて続けています。
　そして昨年12月には、生まれて初
めて挑戦したトライアスロンを通じて
「Just Giving※」というチャリティーに
参加し、難民支援に共感してくれたフ
ァンの方々からたくさんの寄付をいた
だきました。何よりも私を通じて、世界
の問題やチャリティーに興味を持って
もらえたことがうれしかった。こんなふ
うに、これからも皆さんの国際協力の

窓口になっていけたら素敵だなと思っ
ています。
　日本人ってなぜか、国際協力をす
ることに気恥ずかしさを感じている人
が多いように思います。でも誰かのた
めに行動するのは、とっても気持ちい
いし、カッコイイこと。そんな経験を、こ
れからもっと多くの人とシェアしていき
たいです。
　そして今年は絶対に、海外の難民
キャンプに足を運んでみたい。私自身
もこの目で現実をきちんと見なければ
ならないし、肌で感じたことを伝えて
いきたい。そう強く願っています。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp

photo by Shinichi Kuno

※インターネットを通じたファンドレイジングツール。何か
にチャレンジする個人を応援するという形で、友人や家
族から寄付を集めることができる。




